
 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
国際化が進む中，医療に携わる薬剤師にも，医療に関する情報を英語で表現し，逆にまた受け入れる基本的能

力がこれからますます必要とされる。薬学分野に関する基礎的な専門用語や構文などについては，薬学英語Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲで学んだ。 
本教科では，主として医療系分野である病態生理学，薬理学，薬物治療学などに関連した英文の教科書あるい

は学術雑誌，トピックスなどを題材として輪読させることにより，さらに薬学英語の応用力の向上をはかる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  薬学，科学，医療などに関連する英文を読んで，その内容を説明できる。 

2.  薬学，科学，医療などに関連する専門用語を英語で書き，発音できる。 

3.  薬学，科学，医療などで使用される基本的単位，数値，現象の英語表現を読み書きできる。 

4.  薬学，科学，医療などに関する論文を書いたり，研究発表するために必要な英語の基本構文を使用するこ
とができる。 

5.  薬学，科学，医療などに関連する文章や会話を聞き，内容を理解できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. ガイダンス 授業の進め方と授業内容の説明 

2. Unit 1 Short Sentences Involving Terms Commonly Used in Pharmacy  

3.  Short Sentences Involving Terms Commonly Used in Pharmacy 

4.  Short Sentences Involving Terms Commonly Used in Pharmacy 

5. Unit 2 Effects of Insulin Deficiency :Diabetes(1) 

6.  Effects of Insulin Deficiency :Diabetes(2) 

7. Unit 3 Heart Disease: Nitroglycerin as a Cardiovascular Drug(1) 

8.  Heart Disease: Nitroglycerin as a Cardiovascular Drug(2) 

9. Unit 4 How Drug Work (1) Introduction 

10.  (2)Drug Actions 

11.  (3)The Effects of Drugs 

12.  (4)Drug Interactions 

13. Unit5                              English Conversation for Pharmacists 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況，授業態度などから総合的に評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 English for Pharmaceutical Students Ⅳ(横浜薬科大学編集) 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 授業中に適宜紹介していく    

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬学に関する英文を読むために必要な学術用語の習得，医療薬学分野の英文の内容を理解
する能力をつけることを目的とします。授業内容を十分に理解できるように，予習，復習
を行うようにして下さい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 随時対応します。 

薬学英語Ⅳ薬学英語Ⅳ薬学英語Ⅳ薬学英語Ⅳ ３年次半期（前期），必修，１単位  薬理学研究室    准教授 杉本 由美 

                            薬物治療学研究室  講師  稲葉 二朗 



 

食品機能学食品機能学食品機能学食品機能学 ３年次半期（前期），必修，１単位    食化学研究室 講師 金谷 建一郎 

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要・授業概要・授業概要・授業概要））））    
    食品には，生きていくために必須の栄養素を供給する働きもあるが，その必須栄養素の機能だけでは説明でき
ない生理調節機能（三次機能）がある。例えば，大豆食品のイソフラボンには抗がん・骨粗鬆症抑制機能があり，
赤ワインのポリフェノールには抗酸化機能などがあることが知られている。 
本教科では，食品中に含まれる健康の維持・増進に役立つ各種成分（機能性食品成分）について説明する。こ

のような機能性食品成分の生体調節作用を理解させることによって，食生活の改善が疾病予防や健康増進に重要
な役割を果たすことを認識させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.  生活習慣病の種類とその動向について説明できる。 

2.  生活習慣病のリスク要因を列挙できる。 

3.  食生活と喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて説明できる。 

4.  代表的な保健機能食品を列挙し，その特徴を説明できる。 

5.  代表的な生活習慣病の予防に役立つ食品機能成分を挙げ，有効性の科学的根拠を説明できる。 

6.  疾病の予防について，一次，二次，三次予防という言葉を用いて説明できる。 

7.  漢方薬，生活改善薬，サプリメント，保健機能食品について概説できる。 

8.  特定保健用食品の販売承認申請から，承認までのプロセスを説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 生活習慣病予防 食習慣，運動習慣，喫煙習慣などと生活習慣病リスク 

2. 食品成分の機能 抗酸化機能を示す食品成分（カロテノイド類など） 

3. 食品成分の機能 抗酸化機能を示す食品成分（ポリフェノール類など） 

4. 食品成分の機能 ミネラル吸収促進機能を示す食品成分と骨粗しょう症予防 

5. 食品成分の機能 糖質の消化・吸収抑制機能を示す食品成分と血糖値上昇抑制 

6. 食品成分の機能 脂質の吸収抑制機能を示す食品成分と高脂血症予防 

7. 食品成分の機能 脂肪代謝に作用する食品成分とアディポサイトカイン 

8. 食品成分の機能 プロバイオティクス，プレバイオティクスと食品成分 

9. 食品成分の機能 アンジオテンシン変換酵素阻害食品成分と血圧上昇抑制 

10. 食品成分の機能 神経系に作用する食品成分と生活習慣病などの予防 

11. 食品成分の機能 免疫系に作用する食品成分と生活習慣病予防などの予防 

12. 食品成分の機能 遺伝子発現に作用する食品成分と生活習慣病などの予防 

13. 保健機能食品 特定保健用食品（トクホ）の制度，種類，特徴 

14. 定期試験 食品機能学１～１３に対する習熟度試験を実施 
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席状況等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 ・Ｎブックス・改訂 食品機能学  青柳 康夫（建帛社） 

・健康・栄養食品アドバイザリースタッフ・テキストブック  

国立・健康栄養研究所（第一出版） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 分子栄養学 榊原 隆三編（建帛社） 

受受受受 講 生講 生講 生講 生 へへへへ 生活習慣病予防に役立つ食品成分とその作用機序等について理解を深めて欲しい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日はできるだけ食化学研究室（D42）に在席するようにします。急ぎの質問等の場合
は，講義中もしくはメールにて対応します。



    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

生体が内的および外的な条件の変化から身を守るため，生体防御機構の中心である免疫機構については免疫学で

学んだ。免疫学特論では，これらの知識を基礎として，感染および疾病の予防に有用な免疫応答に影響を与える諸因

子を理解する。 

本教科では，1) 栄養素と免疫能，2) 栄養状態と免疫能，3) 加齢と免疫能，4) ストレスと免疫能，5) 食品と免疫能，

6) 病態と免疫能，7) 運動と免疫能について解説する。さらに，免疫応答の有害反応であるアレルギーの中で，とくに

問題になっている食物アレルギーおよび花粉症についてその原因と対処法，最新の治療法なども紹介する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  腸管免疫について説明できる。 

2.  アレルギー疾患について説明できる。 

3.  免疫疾患に用いられる医薬品について説明できる。 

4.  免疫学的分析法を説明できる。   
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 免疫システム（１） 免疫系の細胞 

2. 免疫システム（２） 免疫反応機構 

3. 免疫と栄養（１） 腸管免疫 

4. 免疫と栄養（２） プロバイオティクス 

5. アレルギー（１） アレルギーの基礎 

6. アレルギー（２） アレルギー疾患 

7. アレルギー（３） 食物アレルギー，薬剤アレルギー 

8. 免疫と妊娠・老化・腫瘍 妊娠，老化，腫瘍に関する免疫 

9. モノクローナル抗体 モノクローナル抗体の作製方法とその応用 

10. 免疫学的分析法 免疫学的分析法の原理とその応用 

11. 免疫と医薬品（１） 免疫抑制薬 

12. 免疫と医薬品（２） 抗体医薬品 

13. 特別講義  

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポート，出席状況による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 新・現代免疫物語「抗体医薬」と「自然免疫」の脅威（ブルーバックス 講談社）    

参 考参 考参 考参 考 書書書書 薬系免疫学 植田 正，前仲勝実 編（南江堂） 

基礎免疫学 免疫システムの機能とその異常 松島綱治，山田幸宏 訳（エルゼビア・ジャパン） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 免疫学は記憶する内容が多いので，必ず復習してください    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問はいつでも結構です。ただし学会等で不在の時もあります。 

免疫学特論免疫学特論免疫学特論免疫学特論 ３年次半期（前期），必修，１単位      生体防御学研究室 准教授 中島 敏治 

 



 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    近年，覚せい剤，麻薬，大麻，シンナーなど薬物乱用に起因する中毒や犯罪が青少年の間で頻発し，社会問題
となっている。また，嗜好品（喫煙，飲酒など）の健康への影響も問題となっている。 

本教科では，これらの薬物乱用の現状とともに，薬物の生体におよぼす有害な作用について詳しく解説する。
また，嗜好品であるタバコやアルコールの有害作用についても講述する。さらに，本講義で学んだ知識に基づい
て，これらの社会問題に対して，薬剤師としてどのように関わっていくべきか，あるいはどう対処していくかを
討議させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  薬物の乱用・依存・中毒の概念を説明できる。 

2.  薬物乱用の歴史について概説できる。 

3.  依存性物質の種類と依存症について説明できる。 

4.  精神・身体依存の成立について説明できる。 

5.  有機溶剤の依存について説明できる。 

6.  麻薬および覚せい剤の依存について説明できる。 

7.  大麻および幻覚剤の依存について説明できる。 

8.  睡眠薬・抗不安薬・鎮咳薬の依存について説明できる。 

9.  嗜好品（アルコール，タバコ）の依存について説明できる。 

10.  薬物乱用防止に関して討議できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 薬物乱用 乱用，依存，中毒とは 

2. 薬物乱用の歴史 乱用された薬物の時代変遷 

3. 依存性物質の種類と依存症 依存性物質の分類と発現される依存症 

4. 依存成立について 精神依存，身体依存の成立，脳内報酬系および 

実験動物を用いた依存性の検定 5. 依存成立について 

6. 有機溶剤 有機溶剤依存症 

7. 麻薬・覚せい剤 
麻薬依存症 

覚せい剤依存症 
8. 麻薬・覚せい剤 

9. 麻薬・覚せい剤 

10. 大麻および幻覚剤 大麻および幻覚剤依存症 

11. 睡眠薬・抗不安薬・鎮咳薬 睡眠薬・抗不安薬・鎮咳薬依存症    

12. 嗜好品（アルコール） アルコール依存症 

13. 嗜好品（タバコ） タバコ依存症 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略  講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  定期試験，レポート，出席状況などにより総合的に評価す 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「依存性薬物と乱用・依存・中毒」和田 清 著 （星和書店） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「嗜癖・精神医学の展開」洲脇 寛 著（新興医学出版社） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  薬物乱用や依存について理解を深め，将来薬剤師として生活指導できる基礎的な知識を
学んで欲しい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー   随時対応します。 

薬物と健康薬物と健康薬物と健康薬物と健康 ３年次半期（後期），必修，１単位          薬理学研究室 教授 山田 潤 



 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

伝統医療や漢方で用いられる薬物は，もともとは人が本能的あるいは経験的に選択し使用した民間薬を基に発
展してきたものであり，その治療効果を高めるために，診断にも理論的な背景を構築し，薬物は一定の理論にし
たがって用いられる。一方，民間薬は理論的な裏付けは少なく応用の幅は狭いが，一つの病気に対して一つの薬
が対応するものが多い。それだけにきわめて明確な効果を示すだけでなく，歴史の試練を経た安全性の高いもの
が多いといえる。 本教科では，世界の民族遺産としての民間薬を学び，何が正しく，何が正しくないかを判断
する民間薬の基礎知識を学ばせる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  生薬の歴史について概説できる。 

2.  生薬の生産と流通について概説できる。 

3.  シーズの探索に貢献してきた伝統医学，民族植物学を例示して概説できる。 

4.  医薬原料としての天然物の資源確保に関して問題点を列挙できる。 

5.  漢方薬と民間薬，代替医療との相違について説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 民間薬（和法）とは   漢方薬との相違 

2. 日本の医療文化  民間療法の意義と現状 

3. 薬用資源としての民間薬     医薬品の探索，開発 

4. 民間薬の問題点 安全性，品質規格，有用性の科学的証明 

5. 代表的な民間薬 体力増強，消化器系疾患に用いられてきた民間薬 

6.    〃    呼吸器系，循環器系に用いられてきた民間薬 

7.    〃    肝臓，胆嚢，膵臓，腎臓系疾患に用いられてきた民間薬 

8.    〃    神経系疾患に用いられてきた民間薬 

9.    〃    外科，耳鼻咽喉，眼，口，歯の疾患に用いられてきた民間薬 

10.    〃    婦人科領域で用いられてきた民間薬 

11. 民間薬とサプリメント      サプリメントの現状 

12.     〃   サプリメントの問題点 

13. 世界の伝統医学 中医学，アーユルベーダー，ガレヌス製剤，その他 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の成績，出席状況等から総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリント試料使用 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「漢方と民間薬百科」 大塚敬節（主婦の友社）， 

「和法」 伊沢凡人（研数広文社） 

「植物療法」 R.F.バイス（八坂書房）， 

「ハーブ＆サプリメント」渡邉 昌監修（産調出版） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  路辺にある草花も民間薬として使用されているものが多くあります。又本学の薬草園に
は数多くの薬草が収集されています。生きた薬草を観察することは本の写真とは違い記憶
に残りますので興味を持ってください。 

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  授業のある昼休みに教授室に来てください。 

民間薬概論民間薬概論民間薬概論民間薬概論 ３年次半期（前期），必修，１単位  薬用資源学研究室 教授 辻 邦郎 



    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

漢方治療に関しては誤解や過度の期待が持たれている。さらに民間薬との違いをはっきり認識していると言い
難い状況にある。漢方医学の基本的知識、代表的な方剤の適応、使用目標など習得する。 

 

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

１ 漢方医学の歴史 西洋医学との比較 相違点を説明できる。 

２ 漢方医学の基本概念について説明できる。 

３ 漢方医学の診察法について説明できる。 

４ 漢方方剤の特徴と西洋薬との相違点を説明できる。 

５ 漢方方剤に用いられる主な生薬を列挙し、特徴を説明できる。 

６ 主な証に対応する漢方方剤について説明できる。 

７ 漢方方剤使用上の注意点、副作用、相互作用を説明できる。 

８ 現代医学における漢方薬の位置付けと世界の統合医療を理解し説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

１ 漢方医学の歴史。 

２ 漢方医学の概念、西洋医学との比較。 

３ 現代医療における漢方の役割、特徴、概念など 

４ 漢方医学としての生薬の種類と薬理、薬効 

５ 証（Ⅰ） 陰・陽 虚・実 表・裏 内・外 

６ 証（２） 六病位 

７ 証（３） 気・血・水 五臓 

８ 診察法・四診（ 望診 聞診 問診 切診） 

９ 方剤学（１）生薬組み合わせによる作用の変化、君・臣・佐使  

１０ 方剤学（２）主な方剤 １ 桂枝湯類 柴胡剤 麻黄剤 石膏剤 

１１       主な方剤 ２ 附子剤 参耆剤 気剤 駆瘀血剤 利水剤 

１２ 漢方方剤の剤形と服薬指導        

１３ 漢方方剤における注意点（副作用 相互作用 瞑眩など）       

１４ 定期試験  

 

方方方方 略略略略  講義 

成 績 評成 績 評成 績 評成 績 評 価価価価  定期試験 小テスト レポート、出欠状況などによる総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  専門医のための漢方医学テキスト 日本東洋医学会 （南江堂） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  なし 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー     質問は講義時間中、もしくは講義終了後に受け付けます。ただし講義内容に即したものに
限ります。 

漢方理論Ⅰ漢方理論Ⅰ漢方理論Ⅰ漢方理論Ⅰ３年次半期（後期） 必修 1単位        漢方治療研究室 教授  石野  尚吾 



    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    本教科では，漢方生薬に含まれる化学成分について，その分離精製法，化学反応性，化学構造の決定，さらに
その成分の薬理作用と関連する化学構造と活性の関係を論じる。同時に化学的な手段による生薬の成分探索法，
確認法，成分の定量法などの品質評価の方法と手法を学び，複合処方における成分試験法の実験計画を作成でき
るように指導する。生薬の加工・修治あるいは漢方処方の調製過程における成分の化学変化とそれにともなう薬
効の変化についても，正しい知識を修得する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。 

2.  代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明できる。 

3.  漢方処方に配合されている代表的な生薬を例示し，その有効成分を説明できる。 

4.  代表的な疾患に用いられる生薬及び漢方処方の応用，使用上の注意について概説できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 総論  

2. 桂枝湯類（1） 桂皮，芍薬 

3. 桂枝湯類（2） 大棗，甘草 

4. 桂枝湯類（3） 生姜，乾姜 

5. 葛根湯，麻黄湯類 葛根，麻黄，杏仁，薏苡仁 

6. 柴胡湯類（1） 柴胡，黄芩 

7. 柴胡湯類（2） 人参，半夏 

8. 白虎湯類 石膏，知母，粳米 

9. 五苓散類（1） 沢瀉，朮（蒼朮，白朮） 

10. 五苓散類（2） 茯苓，猪苓 

11. 瀉心湯類 大黄，黄連，黄柏，山梔子 

12. 四逆湯類 附子 

13. 芎帰膠艾湯類 当帰，川芎，地黄，（艾葉，阿膠） 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリント資料を配付 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 『漢方210処方生薬解説－その基礎から運用までー』 

 佐竹元吉，伊田善光，根本幸夫（じほう） 

 『学生のための漢方医学テキスト』日本東洋医学会編（南江堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 漢方処方を構成する生薬の特性（薬能）を古典から学びます。漢方特有の漢字の読み方に
も慣れてください    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。（在室時に随時対応） 

漢方生薬化学漢方生薬化学漢方生薬化学漢方生薬化学 ３年次半期（後期），必修，１単位 方薬物学研究室 准教授 小松 一 



 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

今日の疾病治療は，薬物療法，外科手術，非薬物療法の３つに分けられる。薬剤師は薬物療法の専門家である
ことは言うまでもないが，非薬物療法の一つである食事療法に関する基礎的な知識も不可欠である。また，生活
習慣病の発症にも食生活は大きく関与している。本教科では，臨床栄養学の基本的概念，病態時の栄養の吸収・
代謝などの変化を理解し，心疾患，腎疾患，肝疾患などの代表的疾患時の食事療法について講述する。さらに，
生活習慣病である高血圧症，高脂血症，糖尿病などの食事療法も教授する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  栄養素を説明できる。 

2.  各栄養素の消化，吸収，代謝を説明できる。 

3.  脂質の体内運搬における血漿リポタンパク質の栄養学的意義を説明できる。 

4.  タンパク質の栄養学的意義を説明できる。 

5.  エネルギー代謝にかかわる基礎代謝量，呼吸商の意味を説明できる。 

6.  栄養素の栄養所要量の意義について説明できる。 

7.  日本における栄養摂取の現状と問題点について列挙し，説明できる。 

8.  栄養素の過不足による主な疾患について説明できる。  
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 栄養学の目的，課題 薬剤師と栄養学，チーム医療について 

2. 栄養素の種類とはたらき (1) 糖質とその種類，糖質と食物連鎖 

3. 栄養素の種類とはたらき (2) タンパク質，アミノ酸 

4. 栄養素の種類とはたらき (3) 脂質，ビタミン，ミネラル，微量元素 

5. 栄養素の消化・吸収 (1) 機械的消化，化学的消化 

6. 栄養素の消化・吸収 (2) 糖質 

7. 栄養素の消化・吸収 (3) アミノ酸 

8. 栄養素の消化・吸収 (4) 脂質，ミネラル，ビタミン 

9. 栄養素の代謝 (1) 糖質，エネルギー産生 

10. 栄養素の代謝 (2) アミノ酸，必須アミノ酸 

11. 栄養素の代謝 (3) 脂肪，ミネラル，ビタミン 

12. エネルギー代謝 エネルギー代謝の測定，エネルギー消費 

13. 代謝産物の排泄 腎臓，皮膚，肺 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験により評価する。出席およびレポートなども考慮。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 栄養学「人体の構造と機能〔3〕」系統看護学講座専門基礎３（医学書院） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 新臨床栄養学：編集：岡田正，馬場光雄，山城雄一郎（医学書院） 

一患者指導のための一病気と栄養：糸川嘉則他（南山堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 医療現場で活躍する薬剤師の業務の中で, 臨床栄養学はこれからの新しい分野の一つである。 

チーム医療の一員になるためにも, 本教科の基礎的な知識を学んでほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 研究室へお越し下さい。 

臨床栄養学Ⅰ臨床栄養学Ⅰ臨床栄養学Ⅰ臨床栄養学Ⅰ ３年次半期（前期），必修，１単位  薬剤学研究室 教授 島田 慈彦 



  

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
今日の疾病治療は，薬物療法，外科手術，非薬物療法の３つに分けられる。薬剤師は薬物療法の専門家であること

は言うまでもないが，非薬物療法の一つである食事療法に関する基礎的な知識も不可欠である。本教科では，食事療

法（食品）と薬物療法との相関性として，食品や嗜好品が薬物の薬効へおよぼす影響，また逆に，薬物が患者の栄養状

態へおよぼす影響などを中心に講義する。薬物治療に患者の食生活は密接に関係することを認識させ，患者の栄養

管理に参画できる能力を身につけさせる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.  臨床栄養学と薬学との係わりについて説明ができる 

2.  栄養所要量について説明ができる 

3.  栄養関連指標について説明ができる 

4.  栄養障害の種類について説明かできる 

5.  栄養アセスメントについて説明ができる 

6.  栄養補給の方法について説明ができる 

7.  病態時の栄養補給について説明ができる 

8.  保健機能食品について説明ができる  
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 薬剤師になぜ臨床栄養学が必要か 医薬品と食品との関連について勉強する 

2. 基礎代謝量，エネルギー所要量，その
他 

人体の生命維持に必要なエネルギー量，日常生活に必要なエネル
ギー量 

3. 窒素平衡，カロリー/Ｎ比，蛋白節約
効果等 

たん白質が必要量摂取されているか，栄養素のバランスについて
学ぶ 

4. 栄養素の不足，エネルギー不足，蛋白
質不足，その他栄養素の不足 

低栄養状態の原因 

5. 栄養評価の客観的なみかた (1) 体重，皮下脂肪，血液検査，特にアルブミン，尿検査等 

6. 栄養評価の客観的なみかた (2) 免疫能検査，栄養指数等 

7. 栄養法の選択 (1) 経腸栄養法，自然食，半消化態栄養剤 

8. 栄養法の選択 (2) 静脈栄養法の特徴，欠点 

9. 栄養法の選択 (3) 末梢静脈栄養の特徴，欠点 

10. 輸液 (1) 水・電解質，アミノ酸，糖，脂肪乳剤 

11. 輸液 (2) 酸，塩基平衡，血液のpH等，演習問題 

12. 病態別栄養輸液 (1) 肝不全，腎不全 

13. 病態別栄養輸液 (2) 糖尿病，手術時の輸液 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験により評価する。出席およびレポートなども考慮。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 栄養学「人体の構造と機能〔3〕」系統看護学講座専門基礎３（医学書院） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 実践静脈栄養と経腸栄養「基礎編」，「応用編」（エルゼビア・ジャパン） 

 新臨床栄養学：編集 岡田正他（医学書院） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 医療現場で活躍する薬剤師の業務の中で, 臨床栄養学はこれからの新しい分野の一つであ
る。 チーム医療の一員になるためにも, 本教科の基礎的な知識を学んでほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 研究室へお越し下さい。 

臨床栄養学臨床栄養学臨床栄養学臨床栄養学ⅡⅡⅡⅡ ３年次半期（後期），必修，１単位  薬剤学研究室 教授 島田 慈彦 



 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

疾病治療の非薬物療法は，食事療法ともう一つは運動療法である。薬剤師がチーム医療に参画するためには，
運動療法についての知識も不可欠である。運動療法には軽症の予防・治療を目的としたもの，さらには理学療法
士や作業療法士が行う運動療法により脳血管障害や事故による骨折・脊髄損傷などで身体に障害を起こした患者
の機能回復および社会復帰を目標としたものがある。 

本学科では，そのような疾病の予防・治療および身体に障害をもつ患者の運動療法について，基本的理念，方
法，技能などについて概説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.  運動療法の目的について説明できる。 

2.  代表的な運動療法などを列挙できる。 

3.  運動療法に用いられる代表的な機械・器具などを列挙できる。  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 運動療法の定義，歴史  

2. 運動療法の基本的理念，目的  

3. 運動療法の対象疾患  

4. 運動療法の方法と種類  

5. 運動療法に用いられる代表的な機械・器具  

6. 関節可動域障害に対する運動療法  

7. 筋力低下に対する運動療法  

8. 持久力低下に対する運動療法  

9. 運動の制御  

10. 中枢性麻痺に対する運動療法  

11. 神経生理学的アプローチ  

12. 手工芸を用いた運動療法  

13. レクリェーションを用いた運動療法  

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 適宜資料配布 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 標準理学療法学 運動療法学総論第２版 吉尾雅春 編 （医学書院） 

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 講義終了後に受け付けます。 

運動療法概論運動療法概論運動療法概論運動療法概論 ３年次半期（後期），必修，１単位      非常勤講師 東 登志夫 



 

有機化学Ⅳ有機化学Ⅳ有機化学Ⅳ有機化学Ⅳ ３年次半期（前期），必修，１単位        薬品反応学研究室  教授 片岡 貞 

    
一一一一般目標（般目標（般目標（般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

有機化学には，医薬品の合成（創薬）という目的のほかに，生体内で起こる現象を理解するための生体反応の解明と

いう重要な役割があり，薬学教育の最も大切な基礎となる学問である。 

本教科では，有機反応論に基づいて，各種官能基の物性と合成法を詳述する。カルニボル化合物，カルボン酸，ア

ミン，フェノール，さらには生体分子である糖，アミノ酸，ペプチド，タンパク質，ポリヌクレオチド等について，科学的特

性を講述し，薬学の基礎としての有機化学を修得させる。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  カルボン酸並びにカルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物，酸無水物，エステル，アミド，ニトリル）の代表的な性質

と反応を列挙し，説明できる。 

2.  カルボン酸及びその誘導体の酸性度に影響を及ぼす因子を列挙し，説明できる。 

3.  アミン類の代表的な性質と反応を列挙し，説明できる。 

4.  代表的な生体内アミンを列挙し，構造式を書くことができる。 

5.  含窒素化合物の塩基性度を説明できる。 

6.  フェノール類の代表的な性質と反応を列挙し，説明できる。 

7.  フェノール類，チオール類の抗酸化作用について説明できる。 

8.  たんぱく質の高次構造を規定する結合，糖とたんぱく質の代表的な化学結合，核酸の立体構造を規定する化学

結合について説明できる。  
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. エノラートの反応 ケト－エノール互変異性，ハロゲン化，アルキル化 

2. α,β-不飽和アルデヒド及びケトン アルドール反応並びにその関連反応, Michael 付加 

3. カルボン酸 カルボン酸の構造と性質，酸性度 

4. カルボン酸 カルボン酸の反応 

5. カルボン酸誘導体 カルボン酸誘導体の名称，構造と反応性 

6. カルボン酸誘導体 酸塩化物，酸無水物の性質と反応 

7. エステルエノラートと Claisen 縮合 Claisen 縮合，β-ジカルボニル化合物の性質 

8. β-ジカルボニル化合物 アセト酢酸エステル合成法，マロン酸エステル合成法 

9. アミン及びその誘導体 アミンの構造と性質，塩基性度 

10. アミン及びその誘導体 アミンの合成と反応 

11. ベンゼンの置換基の反応性 アルキルベンゼンの反応，芳香族求核置換反応 

12. フェノールとチオール フェノールの性質，チオールの性質，抗酸化作用 

13. 複素環化合物の構造と性質 複素環の構造と性質 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 試験，出席状況及びレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「ボルハルト・ショアー現代有機化学（下）」古賀，野依，村橋訳（化学同人） 

「CBT 対策と演習 有機化学」薬学教育研究会編 (廣川書店) 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「化学系薬学１化学物質の性質と反応」日本薬学会編（東京化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「医師の質問を解決できるのは有機化学の力である。」を目標に，医薬品の構造,性質，生体と

の相互作用を分子，原子，電子のレベルで理解できるように学ぶ。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日前日及び当日対応（質問することを整理して来ること 



 

医薬品化学Ⅰ医薬品化学Ⅰ医薬品化学Ⅰ医薬品化学Ⅰ    ３年次半期（前期），必修，１単位 

                                医薬品化学研究室 教授 武田 収功 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

医薬品化学は，近年，医薬品の構造と生理活性の相関性究明に主眼をおいて発展してきた Medicinal Chemistry と

呼ばれる学問分野である。 本教科では，医薬品の有機合成に主眼を置き，現代有機化学の視座から「医薬品合成に

見られる単位反応」をとらえ，合成および天然由来の医薬品の中から代表的なものを選んで，その炭素－炭素基本骨

格合成法や官能化による化学修飾の方法を修得させる。新規医薬品の開発に必要な有機化学の応用力を涵養させる

ことを目的とする。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  不飽和炭化水素の代表的な合成法について説明できる。 

2.  有機ハロゲン化物，アルコール，フェノール，エーテルの代表的な合成法について説明できる。 

3.  アルデヒド，ケトン，カルボン酸およびその誘導体，アミンの代表的合成法について説明できる。 

4.  代表的な官能基の導入や変換，選択的な反応およびその機構について説明できる。 

5.  代表的な炭素骨格の構築法を列挙，説明でき，また炭素－炭素結合生成反応について概説できる。 

6.  代表的な炭素酸のpKaと反応性の関係が説明できる。 

7.  位置および立体選択性を列挙しその機構と応用例（不斉合成を含む）について説明できる。 

8.  官能基ごとに保護基を列挙し，その応用例と医薬品合成などへの応用ができる。  

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. アルケン，アルキンの合成法 アルコールの脱水反応，ハロゲン化アルキルの脱離反応など 

2. アルケン，アルキンの合成法 クロスカップリング他。また反応機構 

3. 
有機ハロゲン化物，アルコール，フェ
ノール，エーテルの合成法 

付加反応，酸化反応，脱水反応他 

4. アルデヒド，ケトンの合成法 クロム酸無水物による酸化，1，2－ジオールの酸化的開裂他 

5. 
カルボン酸およびその誘導体，アミン
の合成法 

アルケンの酸化的開裂，有機金属試薬と二酸化炭素の反応他，エステ
ル化，アミド等の合成 

6. 
カルボン酸およびその誘導体，アミン
の合成法 アミンのアルキル化，ホフマン転位他 

7. 官能基選択的反応 水素化ホウ素ナトリウム，ボラン，有機銅試薬他 

8. 官能基変換 ニトロ基，シアノ基，ケトン他 

9. 炭素骨格構築 ディールス･アルダー反応，軌道の重なりと配向性 

10. 転位反応による炭素骨格構築 ピナコール－ピナコロン転位，コープ転位他 

11. 
pKaと脱プロトン化試薬，エノラート
の発生 

熱力学的支配と速度論的支配 

12. 炭素－炭素結合生成反応 アルドール反応，マロン酸エステル合成他 

13. 位置および立体選択的反応 金属種の配位による選択性制御，立体異性体の自由エネルギー差とボ
ルツマン分布 

14. 定期試験 1～13に対する習熟度試験を実施 
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価成績評価成績評価成績評価方方方方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 化学系薬学Ⅱ.ターゲット分子の合成と生体分子・医薬品の化学（スタンダード薬学シリーズ３） 

日本薬学会編（東京化学同人）    
参 考参 考参 考参 考 書書書書 化学系薬学Ⅰ．化合物の性質を反応（スタンダード薬学シリーズ３）日本薬学会編（東京化学

同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬品合成における単位反応を学ぶ。有機化学そのものです。    
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー 随時対応 



 

天然物化学天然物化学天然物化学天然物化学 ３年次半期（前期），必修，１単位  

                        天然物化学研究室  教授  伊田 喜光 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
医薬品の始まりは，生薬や薬用植物から分離された成分 (天然有機化合物＝天然物) であった。このように，

植物をはじめとする天然物の成分には医薬品原料などに利用できる有用な化合物があることから，「薬の宝庫とし
ての天然物」なる項目が薬学教育モデルコアカリキュラムに挙げられている。 
本教科では，天然物に含まれる化学成分を，生合成経路に基づいて分類し，化合物の構造上の特徴ならびに化

合物としての重要性や有用性を講義し，重要な化合物については立体化学についても言及する。また，成分の一
般的な分離精製法，化合物の同定法や構造解析法についても概説する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   一次代謝と二次代謝について例を挙げて説明できる。 
2.   代表的な生薬成分を化学構造から分類し，それらの生合成経路を概説できる。 
3.   代表的なテルペノイドの構造を生合成経路に基づいて説明し，その基原植物を挙げることができる。 
4.   代表的な強心配糖体の構造を生合成経路に基づいて説明し，その基原植物を挙げることができる。 
5.   代表的なポリリケチドの構造を生合成経路に基づいて説明し，その基原植物を挙げることができる。 
6.   代表的なフェニルプロパノイドの構造を生合成経路に基づいて説明し，その基原植物を挙げることができ

る。 
7.   代表的なフラボノイドの構造を生合成経路に基づいて説明し，その基原植物を挙げることができる。 
8.   代表的なアルカロイドの構造を生合成経路に基づいて説明し，その基原植物を挙げることができる。 
9.   天然物質の農薬，香粧品などの原料としての有用性について，具体例を挙げて説明できる。 
10.   天然物質の代表的な抽出法，分離精製法を列挙できる。 
11.   代表的な天然有機化合物の構造決定法について具体例を挙げて概説できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1. 天然物化学とは 一次代謝産物と二次代謝産物；重要な一次代謝産物の構造と名称 

2. 糖質と立体化学 糖種類とその構造，立体化学 

3. 酢酸･マロン酸経路の天然物 ポリケチド (1)：脂肪族化合物 

4.   〃 ポリケチド (2)：芳香族化合物 
5. メバロン酸経路の天然物 テルペン，テルペノイド 

6.   〃 ステロイド 

7.   〃 配糖体とサポニン 

8. ケイヒ酸経路の天然物 フェニルプロパノイド 

9.   〃 フラボノイドと天然色素 

10.   〃 タンニン (ポリフェノール) 

11. アミノ酸経路の天然物 アルカロイド (1) 

12.   〃 アルカロイド (2) 

13.   〃 アルカロイド (3) 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講 義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 基本的に定期試験の成績。ミニテストやレポートを課した場合は，成績評価に加味する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「「「「薬学生のための天然物化学 (第2版)」木村孟淳編, 南江堂 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 ●「「「「資源天然物化学」秋久俊博編, 共立出版 ●「有機化学入門」船山信次著, 共立出版 

●「パートナー天然物化学」海老塚豊編, 南江堂 ●「最新天然物化学」奥田拓男編, 広川書店 
●「医薬品天然物化学」海老塚豊ら訳, 南江堂 ●「薬科学大辞典 (第４版)」 広川書店 
● その他，生薬学・有機化学・生化学・機器分析学などのテキスト 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 本教科は，有機化学の範疇に含まれます。化合物は，目だけに頼って憶えることは不可能です。
何度も手で描いて，その特徴を理解しながら憶えることを勧めます。化合物によって構造の何処
が違うかが分かってくると，その分，有機化学もわかってきます。 

ちなみに，天然物の名称はその基原の名称に由来するものが多いのです。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 通常，10時から19時まで在室(土曜日も)。その間は，基本的に何時でもOK。 



 

医薬品化学Ⅱ医薬品化学Ⅱ医薬品化学Ⅱ医薬品化学Ⅱ ３年次半期（後期），必修，１単位  医薬品化学研究室 教授 武田 収功 

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    医薬品化学は，近年，医薬品の構造と生理活性の相関性究明に主眼をおいて発展してきた Medicinal 
Chemistry と呼ばれる学問分野である。 

本教科では，個々の医薬品を構造面からとらえ，その物理的，化学的，さらには生物学的性質を解析し，医薬
品として使用する際の「化学構造と薬理作用の相関性」を講述する。また，医薬品と生体内タンパク質との相互
作用を有機化学的アプローチによって考察し，これからの創薬におけるドラッグデザインのあり方についても講
述する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   タンパク質，糖，核酸などの生体分子の化学構造や機能と、医薬品の相互作用について説明できる 

2.   生体内で機能する複素環，錯体・無機物質などの構造と化学反応性について説明できる 

3.   代表的な酵素の基質結合部位が有する構造と作用機序を分子レベルで説明できる 

4.   医薬品のコア構造や医薬品としての複素環の反応性について説明できる 

5.   医薬品と生体高分子の様々な結合様式による相互作用について説明できる 

6.   生体分子を模倣した医薬品を列挙し，化学構造の比較ができる 

7.   生体分子と反応する医薬品位ついて作用機序を説明できる 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 生体で機能する錯体・無機化化合物 ＨＳＡＢ則、金属イオンの働き、輸送 

2. 活性酸素、一酸化窒素の電子配置 構造、電子配置、性質等 

3. 生体内で機能する複素環 核酸塩基を含む複素環の構造，機能，反応性他 

4. 生体内で機能する複素環 補酵素の機能と化学反応性他 

5. 生体内で機能する錯体・無機化合物 金属錯体の機能および活性酸素の構造他 

6. 医薬品のコンポーネント 医薬品のコア構造（ファーマコフォア）他 

7. 医薬品に含まれる複素環 複素環化合物が繁用される根拠他 

8. 医薬品に含まれる複素環 芳香族複素環化合物の反応性と配向性他 

9. 医薬品と生体高分子 生体高分子と種々の化学結合による相互作用他 

10. 生体分子を模倣した医薬品 カテコールアミンアナログ，ステロイドアナログ他 

11. 生体分子を模倣した医薬品 核酸アナログ，ペプチドアナログ他 

12. 生体分子と反応する医薬品 アルキル化剤とDNA塩基の反応他 

13. 生体分子と反応する医薬品 インターカレーター，β-ラクタムの作用機序他 

14. 定期試験 1～13に対する習熟度試験を実施 
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 化学系薬学 

Ⅱ.ターゲット分子の合成と生体分子・医薬品の化学（スタンダード薬学シリーズ３） 

日本薬学会編（東京化学同人）    

参 考参 考参 考参 考 書書書書 NEW 医薬品化学(日比野，夏刈，廣田編（廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 医薬品の合成法と医薬品の分子レベルでの作用機序を学ぶ    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 随時対応 



 

 臨床物理分析法臨床物理分析法臨床物理分析法臨床物理分析法 ３年次半期（後期），必修，１単位         非常勤講師 神谷 暸 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

科学技術の進歩により，多くの新しい医療用診断機器が開発され，これまで発見できなかった病気の診断に効
果をあげている。薬剤師もこれらの医療用診断機器に関する基礎的知識を理解しておく必要がある。 

本教科では，臨床現場で使用されている画像診断検査法である超音波診断法，Ｘ線ＣＴ法，核磁気共鳴（ＭＲ
Ｉ）診断法，陽電子トモグラフィー（ＰＥＴ）診断法，および光学技術を応用した各種のファイバースコープ法，
Ｘ線造影法などの原理，特徴，応用範囲などの基礎的知識について講義する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   電磁波の性質及び物質との相互作用を説明できる。 

2.   スピンとその磁気共鳴について説明できる。 

3.   原子の構造と放射壊変について説明できる。 

4.   代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。 

5.   放射線の測定原理について説明できる。 

6.   流動現象および粘度について説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 生体計測の一般的基礎 生体計測における無侵襲(non-invasive)計測の重要性 

2. 心電図計測 I（基礎） 心筋収縮，血液循環についての生理学を含む 

3. 心電図計測 II（臨床） 各種不整脈，心筋梗塞などの異常心電図の発生機序 

4. 血圧計測 侵襲的，無侵襲的計測法（動脈弾性測定法も含む） 

5. 血流計測 単一大血管血流および組織・器官血流の計測法 

6. 超音波画像診断装置 超音波エコー及びドップラー効果を用いる画像診断 

7. X線CT (computed tomography) 装置 多方向投影からFourier変換を用いた断層図化の原理 

8. X線CT 装置 II 頭部，胸部，腹部などの正常断層図と臨床所見 

9. 磁気共鳴画像診断装置（MRI） 核磁気共鳴現象を利用した断層図化の原理と実際例 

10. 陽電子放出画像診断装置（PET） 陽電子放出(positron emission)の原理と断層図の実例 

11. その他の計測・治療法 I 光グラスファイバーを用いた内視鏡法などの説明 

12. その他の計測・治療法 II 生体材料を用いた人工臓器などの説明 

13. 血液循環系のシステム生理学 I 生体内酸素輸送系のシステム効率（肺，血液，心臓） 

14. 定期試験 臨床物理分析法1～14についての理解度をレポートにて判定 
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験（レポート），小テスト，出席率などによる総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 医用生体工学 神谷 暸 他 （培風館） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 臨床生理学 椎名晋一 他  （医歯薬出版KK） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 講義終了後に受け付けます。 



    

 微生物薬品学微生物薬品学微生物薬品学微生物薬品学 ３年次半期（前期），必修，１単位 
                                                   感染予防学研究室 教授 向井鐐三郎 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

人類にとって有害な感染症を引き起こす病原微生物が存在する一方，古くから多くの有益な恵を与えている微
生物も数多く存在する。近年，後者の微生物群の有効利用がバイオテクノロジーの主要な一分野になっている。 

本教科では，薬物治療に重要な役割を果たす微生物産生の医薬品である抗生物質について講述し，抗生物質の
分類，化学的性質，薬理作用および作用機序，臨床適用等の基礎知識を修得させる。また，社会的問題となって
いる院内感染，ＭＲＳＡなどの薬剤耐性菌・耐性発現機構について解説する。さらに，近年，発達の著しい遺伝
子組み換え技術による新医薬品についても概説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   抗菌薬を作用点に基づいて分類できる。 

2.   代表的な抗菌薬の基本構造を示すことができる。 

3.   代表的なβ-ラクタム系抗菌薬を抗菌スペクトルに基づいて分類し，有効な感染症を列挙できる。 

4.   テトラサイクリン系抗菌薬の抗菌スペクトルと，有効な感染症を列挙できる。 

5.   マクロライド系抗菌薬の抗菌スペクトルと，有効な感染症を列挙できる。 

6.   アミノグリコシド抗菌薬を抗菌スペクトルに基づいて分類し，有効な感染症を列挙できる。 

7.   キノロン系抗菌薬の抗菌スペクトルと，有効な感染症を列挙できる。 

8.   サルファ薬（ST合剤を含む）の有効な感染症を列挙できる。 

9.   代表的な抗結核薬を列挙し，作用機序を説明できる。 

10.   代表的な抗真菌薬および抗ウイルス薬を列挙し，作用機序および臨床応用を説明できる。 

11.   主要な化学療法薬の耐性獲得機構を説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1. 抗菌薬の概要 歴史と開発 

2. 抗菌薬の作用機序 細胞壁合成阻害 

3. 抗菌薬の作用機序 タンパク質合成阻害，核酸合成阻害 

4. 抗菌薬の作用機序 細胞膜機能阻害，その他 

5. 抗菌薬の基本構造 β-ラクタム系，アミノグリコシド系， 

6. 抗菌薬の基本構造 テトラサイクリン系，ペプチド系，グリコペプチド系， 

7. 抗菌薬の基本構造 マクロライド系，キノロン系，サルファ薬，その他  

8. 抗菌スペクトルと感染症 β-ラクタム系，ラクタマーゼ阻害薬 

9. 抗菌スペクトルと感染症 アミノグリコシド系，テトラサイクリン系抗 

10. 抗菌スペクトルと感染症 マクロライド系，キノロン系，その他 

11. 抗結核薬，サルファ薬 分類と作用機序 

12. 抗ウイルス薬 分類と作用機序 

13. 抗ウイルス薬，抗真菌薬 分類と作用機序 

14. 定期試験 配布問題プリントから出題(薬剤師国家試験問題、ＣＢＴ問題) 
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況，試験結果から判定します。    

教 科教 科教 科教 科 書書書書 ポイントがわかる薬科微生物学 （京都廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 新しい微生物学（廣川書店） 

 ＣＢＴ対策と演習－微生物学・免疫学（廣川書店） 
 薬学領域の病原微生物学・感染症学・化学療法学（廣川書店）  

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 配布する問題プリントは、次回講義までに必ず調べて回答してください。 
                                    配布する講義プリントと問題プリントはファイルして保存してください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問等があれば、講義後、または研究室（D43）にて対応します。 



 分子生物学Ⅰ分子生物学Ⅰ分子生物学Ⅰ分子生物学Ⅰ３年次半期（前期），必修，１単位  分子生物学研究室 教授 小俣 義明 

  

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業・授業・授業・授業概要）概要）概要）概要）        

命とは何か，病気はどのようにして起こるのか。これらのメカニズムを分子レベルで理解することは癌や難病
の実態を解明する上で極めて重要であり，また新しい薬の開発に応用することも可能である。 

本教科では，生体内で起こる生命現象や代謝過程がいかに精巧に調節されているかを分子レベルで理解させる
ことを目的とし，生命現象の基本である遺伝物質の本体とその構造，遺伝子の複製，遺伝情報の発現のメカニズ
ム，発ガン遺伝子およびがん抑制遺伝子，遺伝子クローニンク操作などについて解説する。 
    

到到到到達目標（達目標（達目標（達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   核酸の化学構造，立体構造を説明できる。 

2.   核酸塩基の代謝について説明できる。 

3.   DNAとRNAの種類と，構造の類似点と相違点を説明できる。 

4.   遺伝子の構造に関する基本的用語を説明できる。 

5.   遺伝子発現に関するセントラルドグマを説明できる。 

6.   DNAの複製の過程と変異について説明できる。 

7.   遺伝子の転写と翻訳のメカニズムと調節を説明できる。 

8.   リボソームの構造と機能を説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 序論 講義の概要，核酸の基本構造 

2. 核酸の代謝１ 塩基とヌクレオチドの生合成 

3. 核酸の代謝２ 塩基とヌクレオチドの分解 

4. 核酸の構造 DNAとRNAの種類と構造の類似点と相違点 

5. 核酸の物理的，化学的性質 DNAとRNAの化学的性質と検出方法 

6. DNAの複製 複製の過程とメカニズム，DNA合成酵素 

7. 遺伝子の変異と修復 遺伝子変異の種類と修復の過程 

8. DNAからRNAへの転写 転写の過程とイントロン，エキソン，RNA合成酵素 

9. 転写の調節 転写調節因子，プロモーター，エンハンサー 

10. 遺伝子機能の解析 RNAの逆転写と逆転写酵素，DNA塩基配列の決定法，PCR 

11. RNAからタンパク質への翻訳 翻訳の過程とメカニズム，遺伝コード 

12. リボソーム リボソームの構造と機能 

13. 翻訳後修飾 タンパク質の機能発現に必要な翻訳後修飾 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の結果に出席状況を考慮して評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 コンパス分子生物学 荒巻 弘範，大戸 茂弘 編集 （南江堂） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 見てわかるDNAのしくみ 工藤 光子，中村 佳子 著 （講談社ブルーバックス） 

エッセンシャル遺伝子 菊池 韶彦 他訳 （東京化学同人） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 目では見えないが体内で常におきている現象なので，イメージをつかんで欲しい。    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー いつでも構いません。 



 分子生物学Ⅱ分子生物学Ⅱ分子生物学Ⅱ分子生物学Ⅱ ３年次半期（後期），必修，１単位           分子生物学研究室 講師 川嶋 剛 

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）            

生命のプログラムとも言える遺伝子情報に関する知識は，ヒトゲノムの構造解明によりこれからの薬剤師にとって必須

である。本教科では，核酸の構造・機能・代謝および遺伝子情報の転写，翻訳，複製機構などについて講義し，ゲノム

の基礎的知識を修得させる。また，遺伝子の変異修復機構，遺伝子多型についても解説し，遺伝子疾患との関連につ

いて分子レベルで修得させる。さらに，ポストゲノム研究として脚光をあびているゲノム創薬への取り組みについても学

ばせる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   ゲノムと遺伝子の関係を説明できる。 

2.   遺伝子の変異（突然変異）について説明できる。 

3.   DNAの修復の過程について説明できる。 

4.   正常細胞とがん細胞の違いを対比して説明できる。 

5.   一塩基変異（SNPs）が機能におよぼす影響について概説できる。 

6.   特定の遺伝子を導入した動物，あるいは特定の遺伝子を破壊した動物の作成法を概説できる。 

7.   遺伝子工学の医療分野での応用について例を挙げて説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 序論・細胞と遺伝情報 ゲノムの概念，核，染色体および遺伝子の構造 

2. 遺伝情報の複製と維持 遺伝情報の複製機構 

3. 細胞周期チェックポイント制御機構 細胞周期チェックポイント制御機構の役割 

4. 遺伝子の変異（突然変異） 突然変異の種類・起因 

5. 遺伝子の変異（突然変異）の修復 修復の種類・修復の作用機序 

6. 一塩基変異（SNPs） 一塩基変異（SNPs）の概念と疾患 

7. ハプロタイプとその地図 ハプロタイプ地図（ハップマップ）の概念と疾患 

8. 転写の調節１ 各種転写調節因子とその階層構造 

9. 転写の調節２ マスター転写調節因子の種類とその変異 

10. 翻訳 翻訳の制御機構 

11. ＲＮＡによる遺伝子発現制御 マイクロＲＮＡの機能，ＲＮＡi 

12. 遺伝子工学 宿主ベクター系，各種遺伝子クローン化の方法 

13. 遺伝子導入動物と遺伝子破壊動物 遺伝子改変動物の作成と疾患原因遺伝子の探索 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況・課題の提出状況・定期試験の結果などから総合的に判断する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリント配布 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「遺伝子」Benjamin Lewin著，菊池韶彦訳 東京化学同人 

「細胞の分子生物学」Bruce Alberts著，中村 桂子， 松原 謙一 訳 ニュートンプレス 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 生命活動の理解や疾患の原因を探る上で，分子生物学の果たす役割の重要性を理解してほ
しい。    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー 質問などは随時受け付けます。研究室へお越しください。ただし不在の時もありますので，
予約してくださると助かります。 



 

 食品衛生学Ⅱ食品衛生学Ⅱ食品衛生学Ⅱ食品衛生学Ⅱ ３年次半期（前期），必修，１単位    食化学研究室 教授 伊藤 順子 

 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

人々は多くの食品中の栄養素を摂取することにより，健康の保持・増進を図る。食品衛生学は，これらの食品
の有益性，安全性を保持し，衛生上の危害の防止などを考察する学問である。そのため，食品衛生は薬剤師の職
能の重要な一分野とされている。本教科では，食品成分中の発がん性物質とその生成機序，環境ホルモンなどの
化学物質により食品汚染，遺伝子組換え食品の現状と問題点などについて講義する。また，油脂の変性試験，食
品添加物などの試験法についても説明する。さらに，代表的な保健機能食品についても紹介する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   食品衛生行政について理解し、食品衛生監視員の業務ができる。 

2.   食品の腐敗、変敗、褐変などの機構について理解し、適切な保存法を提案できる。 

3.   食品由来の発癌物質を列挙し、その生成機構を説明できる。 

4.   食品添加物の分類、用途について理解し、個別の食品添加物の働き、化学構造について説明できる。 

5.   代表的な保健機能食品を列挙し、その機能を説明できる。。 

6.   遺伝子組み換え食品について説明できる。 

7.   化学物質による食品汚染について説明できる。。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 食品衛生学とは 日本の食品衛生行政，食品衛生法 

2. 食品の腐敗 食品が腐敗する原因、識別法 

3. 油脂の変敗 油脂の自動酸化、油脂変質試験 

4. 食品の褐変 褐変の機構、クロロフィルの分解 

5. 食品の保存法 腐敗防止、食品のpH、保存温度、加熱処理、紫外線、放射線、 
6. 食品由来の発癌物質 植物成分由来、食品成分の反応、食品汚染由来 

7. 中間試験、食品添加物Ⅰ 中間試験、商品添加物の分類、用途、 

8. 食品添加物Ⅱ 保存料、防かび剤、殺菌料、酸化防止剤 

9. 食品添加物Ⅲ 着色料、発色剤、甘味料 

10. 食品添加物Ⅳ 法的規制、表示、試験法 

11. 保健機能食品 特定保健用食品、栄養機能食品， 

12. 遺伝子組換え食品 遺伝子組換え食品とは，表示、現状 

13. 化学物質による食品汚染 重金属、化学物質、農薬、環境ホルモン 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，中間試験，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 薬学生のための健康と栄養 伊藤順子編（三共出版） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 スタンダード薬学シリーズ５ 健康と環境 日本薬学会編（東京化学同人） 

           ライフサイエンス系の基礎英語テクニカルターム 飯田隆編（三共出版） 

 食品衛生学―「食の安全」の科学― 菊川清見・那須正夫編（南江堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 食の安全・安心について学生が科学的に理解し、自分で説明できるようにしたい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですのでD42食化学研究室へお越し下さい。 



    

 環境衛生学Ⅰ環境衛生学Ⅰ環境衛生学Ⅰ環境衛生学Ⅰ    ３年次半期（前期）必修１単位  環境科学研究室 教授  山崎 素直 

 
    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
化学的・物理的および生物学的な環境変化が人間にどのような生理的影響をおよぼすかを明らかにする学問が，環

境衛生学である。人間の健康保持と増進には，温度や光などの身近な通常の生活環境のみならず，地球環境が重要

な原因の一つである。公害病を引き起こした環境汚染とその人間におよぼす影響は21世紀にも引き継がれる大きな問

題である。本教科では，生命維持に不可欠な大気や水の衛生を科学的に理解する。生態系と環境因子，水質汚染と水

質汚濁物質・疾病，土壌汚染，騒音・振動，上水と水質試験法，下水と一般汚濁物質試験法等について解説する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   地球環境および生態系に及ぼす人間（人間活動）の影響を理解する。 

2.   人間の健康な生活に及ぼす環境汚染因子について説明できる。 

3.   水環境および水質汚染防止技術について説明できる。 

4.   大気環境および汚染防止について説明できる。 

5.   室内環境汚染の健康影響について説明できる。 

6.   廃棄物の種類とその処理法について説明できる。 

7.   環境保全と法的規制の理念と現状について説明できる。 

    

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1. 地球環境と生態系 地球環境の成り立ち，生態系の構成，地球環境変動 

2. 地球環境と生態系 化学物質の環境内動態と生物濃縮，ヒトへの健康影響 

3. 水環境 原水の種類，水の浄化法，上水の水質基準と測定法 

4. 水環境 下水・排水処理法，DO，BOD，COD の測定 

5. 水環境 富栄養化の原因と対策 

6. 大気環境 大気の成分，汚染物質とその発生源 

7. 大気環境 汚染物質の濃度測定と健康影響，大気汚染と気象要因 

8. 室内環境 汚染因子，健康影響，測定法，シックハウス症候群 

9. 廃棄物 廃棄物の種類，廃棄物処理の問題点とその対策 

10. 廃棄物 医療廃棄物の安全廃棄と処理， 

11. 廃棄物 マニフェスト制度，PRTR 法 

12. 環境保全と法的規制 典型七公害とその現状，四大公害 

13. 環境保全と法的規制 環境基本法の理念，大気汚染防止法，水質汚濁防止法 

14. 定期試験  

    

方方方方 略略略略 講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席点による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 スタンダード薬学シリーズ 5「健康と環境」日本薬学会編 （東京化学同人） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 衛生薬学 –健康と環境-（第4版）井村伸正・渡部烈編（丸善） 

衛生薬学 石井秀美・杉浦隆之編（朝倉書店） 

ベーシック薬学教科書シリーズ 12 「環境」 武田・大田編（化学同人） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 新聞などに報道される身近な環境問題を通して環境について関心を持ってほしい。    

オ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワ ーーーー 平日の午後いつでもどうぞ（タワー17階）。 



 

 環境衛生学Ⅱ環境衛生学Ⅱ環境衛生学Ⅱ環境衛生学Ⅱ ３年次半期（後期），必修，１単位 環境科学研究室 教授 高橋 和彦 

 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

環境衛生学Ⅰに引き続き，空気環境，大気汚染と大気汚染物質・生体影響，大気汚染物質測定法，重金属の毒
性，廃棄物処理，日本の代表的公害，農薬やダイオキシン類などの有害物質の人間におよぼす影響等について講
述する。また，近年新たな問題として登場した内分泌かく乱物質や臭素系難燃剤の問題を取り上げる。さらに，
地球規模で問題となっている諸問題（オゾン層破壊，酸性雨，地球温暖化，海洋汚染等）についても解説し，こ
れらの環境衛生問題も薬剤師が担当するべき一分野であることを認識させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   代表的な有害化学物質の級数、、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。 

2.   化学物質の代謝・代謝的活性化について概説できる。 

3.   発癌物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。 

4.   化学物質による発癌過程について概説できる。 

5.   化学物質の毒性を評価するためのおもな試験法を列挙し，概説できる。 

6.   毒性試験の結果を評価するのに必要な用量－反応関係、閾値、無毒性量などについて概説できる。 

7.   化学物質の安全摂取量について説明できる。 

8.   有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制を説明できる。 

9.   代表的な中毒原因物質の解毒処理法を説明できる。 

10.   電離放射線・非電離放射線の種類を列挙し，その特徴と生体に及ぼす影響について説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 化学物質の代謝・代謝的活性化(1) 吸収・分布・代謝・排泄 

2. 化学物質の代謝・代謝的活性化(2) 第1相反応 

3. 化学物質の代謝・代謝的活性化(3) 第2相反応 

4. 化学物質による発癌(1) 発癌物質の代謝的活性化機構(1) 

5. 化学物質による発癌(2) 発癌物質の代謝的活性化機構(2) 

6. 化学物質による発癌(3) 変異原性試験 

7. 化学物質による発癌(4) 発癌過程と癌遺伝子・癌抑制遺伝子 

8. 化学物質の毒性(1) 化学物質の毒性評価のための試験法 

9. 化学物質の毒性(2) 化学物質の毒性試験の評価法と安全摂取量 

10. 化学物質の毒性(3) 化学物質の法的規制 

11. 化学物質による中毒と処置 中毒原因物質の解毒処理法 

12. 電離放射線の生体への影響 電離放射線の生体への影響 

13. 非電離放射線の生体への影響 非電離放射線の生体への影響 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 衛生薬学 –健康と環境-（第4版）井村伸正・渡部烈編（丸善） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 スタンダード薬学シリーズ５「健康と環境」（東京化学同人） 

 新しい衛生薬学（第7版）小野嵜菊夫、小嶋仲夫、永瀬久光編（廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 私たちの身の回りにある化学物質の毒性とその発現機構について理解してほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでも結構です。研究室（C24）に来てください。ただし，不在の時もありますので，
予約してください。 



 

 衛生化学衛生化学衛生化学衛生化学 ３年次半期（後期），必修，１単位          公衆衛生学研究室 教授 宮原 龍郎 

 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

人の健康を守る立場である薬剤師にとって，薬物や毒物が生体に対し，如何にして有害作用を発現するのかを
理解させることは大切である。 

本教科では，毒物がもつ毒性作用，毒性試験，安全性評価などを学び，薬毒物の有害作用への対処の仕方や解
毒作用を修得させる。また，薬毒物の生体内変化を推進する代謝の重要性，その代謝に関する酵素のはたらき，
代謝経路と毒性発現の関係について詳述することによって，生体内で行われる薬毒物の解毒的代謝や代謝活性化
機構を修得させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   化学物質の毒性発現に関する機序を概説できる。 

2.   肝臓，腎臓，神経などに特異的に毒性を示す主な化学物質を列挙できる。 

3.   重金属，農薬，PCB，ダイオキシンなどの急性毒性，慢性毒性の特徴について説明できる。 

4.   重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例をあげて説明できる。 

5.   有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法など）を説明できる。 

6.   代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）のスクリーニング法を列挙し，説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 化学物質の毒性         毒性学について、過去の毒性問題 

2. 毒性発現の一般機序       共有結合形成、活性酸素による酸化ストレス、抗体形成によるアルルギー 

3. 肝臓に毒性を示す化学物質    四塩化炭素、アセトアミノフェン、ハロタン、イソニアジドなど 

4. 腎臓に毒性を示す化学物質    重金属以外の腎毒性物質（ゲンタマイシン、エチレングリコールなど） 

5. 神経系に毒性を示す化学物質 有機リン系農薬、カルバメート系農薬、メチル水銀、四エチル鉛など 

6. 同上 一酸化炭素、青酸、二硫化炭素、アジ化ナトリウムなど 

7. 血液・造血系に毒性を示す化合物 SO2などのガス類、アスベスト、ベンゼン、パラコートなど                    

8. 重金属の毒性について       水銀、亜鉛、銅、ヒ素、鉛、、カドミウム、スズ、クロムなど 

9. 有機塩素系農薬、PCBおよびダイオキシンの毒性について 

10. 重金属や活性酸素による障害を防
ぐ生体防御因子 

メタロチオネイン、活性酸素系に対する防御系 

11. 薬毒物（依存性薬物を含む）の分
析法（I）  

薬毒物中毒における生体試料の取扱い方法 

12. 同上(Ⅱ)                                依存性薬物（モルヒネ類、アルコール・バルビツール酸類）                

13. 同上（Ⅲ） 依存性薬物（大麻、コカイン、覚せい剤、LSD,、MDMAなど）、医薬品など 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の結果を併せて評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 スタンダード薬学シリーズ５「健康と環境」日本薬学会編 化学同人 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 第4版「衛生薬学」－健康と環境― 丸善株式会社 (図書館に皆有り) 

スタンダード薬学シリーズ２「物理系薬学」Ⅱ. 化学物質の分析 日本薬学会編 

「毒の科学」船山信次著(ナツメ社)，「乱用薬物の化学」井上堯子著（東京化学同人） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬毒物がどのようにして人体に有害作用を及ぼすかについて十分理解して下さい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日の昼休みなどの空き時間に質問や相談があれば控え室（147/8）へ来て下さい。 



 

 薬理学Ⅱ薬理学Ⅱ薬理学Ⅱ薬理学Ⅱ ３年次通年，必須，２単位（前期分）   臨床薬理学研究室 教授 西 廣吉 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）   

本教科では，薬理学Ｉに引き続き，平滑筋の機能と平滑筋収縮薬，拡張薬，腎臓の生理と利尿薬，呼吸器の生理と薬

物の作用，更に心不全，不整脈，狭心症の病態とそれらの治療薬物について，作用機序，副作用，相互作用および使

用方法等を各疾病と関連づけながら説明し，薬剤師国家試験に合格できる実力を養うことを目的とする。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   平滑筋に作用する代表的な薬物を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 

2.   利尿薬を作用機序別に分類し，臨床応用および主な副作用について説明できる。 

3.   代表的な呼吸興奮薬を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 

4.   代表的な鎮咳・去痰薬を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 

5.   代表的な気管支拡張薬を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 

6.   代表的な心不全治療薬を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 

7.   代表的な抗不整脈を作用機序別に分類し，主な副作用について説明できる。 

8.   代表的な狭心症治療薬を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。  
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 平滑筋作用薬 Ｉ 平滑筋の構造的特長と機能 

2. 平滑筋作用薬Ⅱ 平滑筋収縮薬と拡張薬 

3. 利尿薬Ｉ 腎臓の生理と薬物の作用 

4. 利尿薬Ⅱ 利尿薬の作用   付）排尿障害治療薬 

5. 呼吸器系作用薬 Ｉ 呼吸器の生理と薬物の作用 

6. 呼吸器系作用薬Ⅱ 呼吸興奮薬，鎮咳薬，去痰薬、気管支拡張薬（抗喘息薬） 

７. 心臓血管系作用薬 心臓血管系の病態と薬物の作用 

８. 心不全治療薬 Ｉ 強心配糖体，アドレナリンβ1受容体刺激薬，ホスホジエステラーゼ阻害薬 

９. 心不全治療薬Ⅱ その他の強心薬，レニンーアンジオテンシンーアルドステロン系を抑制する薬物，利尿薬，ア

ドレナリンβ1受容体遮断薬，その他の心不全薬 

1０. 抗不整脈薬 Ｉ 不整脈の病態と薬物の作用 

1１. 抗不整脈薬Ⅱ クラスＩ～Ⅳ作用薬とその他の作用薬 

1２. 狭心症冶療薬 Ｉ 狭心症の病態と薬物の作用, 硝酸薬，亜硝酸薬，アドレナリンβ1受容体遮断薬 

1３. 狭心症治療薬Ⅱ カルシウム拮抗薬, カリウムチャネル開口薬，その他の冠血管拡張薬 

1４. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 評価は定期試験，レポート，出席状況および受講態度なども考慮して評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 ２年次に使用した，「新薬理学テキスト」佐藤進編（廣川書店）を引き続き使用する。 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「わかりやすい 薬の効くプロセス」小野寺憲治編集，（有限会社ネオメディカル）。 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「授業用の雑記帳形式と「家庭での整理用、保存用」の 2 種類のノートを駆使してみれば 

どうでしょう。    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー 質問や相談があれば， いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。 



    

 薬理学Ⅱ薬理学Ⅱ薬理学Ⅱ薬理学Ⅱ ３年次通年，必須，２単位（後期分）   臨床薬理学研究室 教授 西 廣吉 

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）            

後期には，高血圧症治療薬，オータコイド，免疫系作用薬，抗アレルギー薬，抗炎症薬，抗リウマチ薬，ならびに通

風治療薬について，それぞれの代表的薬物の作用機序，副作用，相互作用および使用方法等を各疾病と関連づけな

がら説明し，薬剤師国家試験に合格できる実力を養うことを目的とする。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   代表的な高血圧症治療薬を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 

2.   オータコイドに作用する代表的な薬物を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 

3.   免疫系に作用する代表的な薬物を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 

4.   アレルギーの代表的な治療薬を挙げ，作用機序，臨床応用，および主な副作用について説明できる。 

5.   代表的な炎症治療薬を挙げ，作用機序，臨床応用，および主な副作用について説明できる。 

6.   慢性関節リウマチや通風の代表的治療薬を挙げ，その作用機序と主な副作用について説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 高血圧症治療薬 Ｉ 高血圧症の病態と薬物治療  付）昇圧薬 

2. 高血圧症治療薬Ⅱ 降圧利尿薬，交感神経系を抑制する薬物 

3. 高血圧症治療薬Ⅲ レニンーアンジオテンシンーアルドステロン系作用薬，抵抗血管拡張薬 

4. オータコイド Ｉ オータコイドの生理とヒスタミン並びに抗ヒスタミン薬 

5. オータコイドⅡ セロトニンと関連薬物，ブラジキニンと関連薬物 

6. オータコイドⅢ アンジオテンシンと関連薬物，アラキドン酸代謝物と関連薬物 

7. オータコイドⅣ 心房性ナトリウム利尿ペプチドと関連薬物，エンドセリンと関連薬物 

8. 免疫系作用薬Ⅰ 免疫機構とサイトカイン, アレルギー反応，エイズ治療薬 

9. 免疫系作用薬Ⅱ 免疫抑制薬  付）免疫強化薬, ワクチン 

10. 抗アレルギー薬 抗アレルギ一薬 

11. 抗炎症薬 Ｉ 炎症反応と抗炎症薬 

12. 抗炎症薬Ⅱ 抗炎症薬 

13. 抗リウマチ薬，通風治療薬 リウマチ，痛風と治療薬物 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  評価は定期試験，レポート，出席状況および受講態度なども考慮して評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  ２年次に使用した，「新薬理学テキスト」佐藤進編（廣川書店）を引き続き使用する。 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  「わかりやすい 薬の効くプロセス」小野寺憲治編集（有限会社ネオメディカル）。 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  「授業用の雑記帳形式と「家庭での整理用、保存用」の 2 種類のノートを駆使してみれば 

どうでしょう。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。 



 

 製剤学製剤学製剤学製剤学 ３年次通年，必修，２単位（前期分）         薬剤学研究室 教授 鷲見 正宏 

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    近年，製剤技術の向上により新しい剤形が次々と開発されている。医薬品の適正使用のためには，薬剤師がこ
れらの新しい剤形を含む各種剤形がもつ基本的な性質を理解しておく必要がある。本教科では，製剤とする薬物
と製剤材料および添加剤を学び，医薬品の投与経路と各種剤形の関係を明らかにする。さらに，日本薬局方を中
心とした製剤の品質管理と評価方法および容器・包装・貯蔵方法等について修得させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   代表的な剤形の種類と特徴を説明できる。 

2.   代表的な固形製剤，半固形製剤，液状製剤の種類と性質について説明できる。 

3.   代表的な無菌製剤の種類と性質について説明できる。 

4.   代表的な製剤添加物の種類と性質について説明できる。 

5.   代表的な製剤の有効性と安全性評価法について説明できる。 

6.   製剤化の単位操作および汎用される製剤機械について説明できる。 

7.   汎用される容器，包装の種類や特徴について説明できる。 

8.   日本薬局方の製剤に関連する試験法を列挙できる。 

9.   汎用される容器，包装の種類や特徴について説明できる。 

10.   日本薬局方の製剤に関連する試験法を列挙できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 剤形とは 代表的な剤形の種類と特徴 

2. 剤形各論（１） 固形製剤 

3.  半固形製剤，液状製剤 

4.  無菌製剤，エアゾール剤 

5.  製剤添加物 

6.  製剤の有効性と安全性評価法 

7. 製剤化の技術 製剤化の単位操作（１） 

8.  製剤化の単位操作（２） 

9.  製剤化の単位操作（３） 

10.  製剤機械 

11.  容器，包装 

12. 製剤試験法 日本薬局方製剤試験（１） 

13.  日本薬局方製剤試験（２） 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 中間試験，定期試験および出席状況，受講態度などから総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「製剤化のサイエンス」 日本薬学会編 （東京化学同人） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「第十五改正日本薬局方解説書」 （廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬物はそのままででは投与できないので様々な剤形にしてあります。医薬品を適正に使用
するためには剤形の基本的な性質を理解することが必要になります。    

オ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワ ーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会等で不在
の時もあります。



 

 製剤学製剤学製剤学製剤学 ３年次通年，必修，２単位（後期分）         薬剤学研究室 教授 鷲見 正宏 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬物治療の有効性，安全性，信頼性を高めるために，薬物の投与形態や薬物体内動態の制御法などを工夫した
ＤＤＳに関する基本的知識を修得し，臨床に用いられているＤＤＳ製剤の特徴を把握させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   DDS の概念と有用性について説明できる。 

2.   代表的な放出制御型製剤を列挙し，その利点について説明できる。 

3.   代表的な徐放性製剤における徐放化の手段と製剤材料の種類と性質について説明できる。 

4.   経皮投与製剤および腸溶製剤の特徴と利点について説明できる。 

5.   ターゲティングの概要と意義について説明できる。 

6.   代表的なドラッグキャリアーを列挙し，そのメカニズムを説明できる。 

7.   代表的なプロドラッグを列挙し，そのメカニズムと有用性について説明できる。 

8.   代表的な生体膜透過促進法について説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. DDSの目的と役割 DDS技術の利点と価値 

2.  DDS製剤の具体例と制御方法（1） 

3.  DDS製剤の具体例と制御方法（2） 

4.  DDS製剤の具体例と制御方法（3） 

5. 放出制御型製剤 放出制御型製剤（徐放性製剤を含む）の利点 

6.  内用剤（1） 

7.  内用剤（2） 

8.  注射剤 

9.  経皮投与製剤 

10. ターゲティングの概要と意義 ターゲティングの意義 

11.  ターゲティングの手法 

12. ドラッグキャリアー 高分子，微粒子，生体由来のキャリアー 

13. プロドラッグ メカニズムと有用性 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法    中間試験，定期試験および出席状況，受講態度などから総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「製剤化のサイエンス」 日本薬学会編 （東京化学同人） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬物はそのままででは投与できないので様々な剤形にしてあります。医薬品を適正に使用
するためには剤形の基本的な性質を理解することが必要になります。    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会等で不在
の時もあります。 

 

    



 薬物動態学Ⅰ薬物動態学Ⅰ薬物動態学Ⅰ薬物動態学Ⅰ３年次通年，必修，２単位（前期分） 

                          薬物動態学研究室 教授 池田 敏彦 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

薬物の生体内での動態を知ることは，医薬品の適正使用，患者への服薬指導あるいは投薬に関わるリスクマネージ

メントの上で極めて重要である。 

本教科では，薬物動態に関する基本知識を修得させる。薬物の吸収・分布・代謝・排泄の各機構，薬物相互作用、さ

らには薬物速度論に関する基本事項を解説する。また，薬物動態の支配因子及び影響因子についても教授し，これら

の因子が薬物の効果や副作用の発現に関与することを認識させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   消化管の構造，機能と吸収の関係及び受動拡散，促進拡散，能動輸送の特徴を説明できる。 

2.   薬物の吸収に影響する因子を列挙し説明できる。 

3.   薬物が生体内に取り込まれた後，組織間で濃度差が生じる要因を説明できる。 

4.   薬物分布の変動要因（血流量，タンパク結合性，分布容積など）について説明できる。 

5.   薬物の体内での化学的変化とそれが起こる部位及び関与する薬物代謝酵素を列挙し説明できる。 

6.   肝固有クリアランス及び初回通過効果について説明できる。 

7.   腎における排泄機構及び胆汁中排泄機構について説明できる。 

8.   典型的な薬物相互作用を列挙し説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1. 医薬品の生体内動態概説 薬物の生体内運命と吸収，分布，代謝，排泄に関する基礎知識 

2. 吸収 消化管の構造，機能と薬物吸収。受動拡散と能動輸送 

3. 吸収 消化管以外の薬物吸収。薬物の吸収に影響する因子 

4. 分布 組織分布とトランスポータ。血液-脳関門，血液-胎盤関門 

5. 分布 タンパク結合とその解析法。薬物分布の変動要因 

6. 代謝 薬物代謝反応と薬物代謝酵素。薬物代謝と薬効発現 

7. 代謝 初回通過効果。肝臓の構造と肝固有クリアランス 

8. 代謝 薬物代謝酵素活性の変動要因（酵素誘導，阻害） 

9. 薬物動態の個人差・民族差 薬物動態の個人差・民族差をもたらす要因 

10. 排泄 腎の構造と腎クリアランス。糸球体ろ過と尿細管分泌 

11. 排泄 胆汁排泄，腸肝循環，排泄トランスポータ 

12. 薬物相互作用 薬物動態に起因する薬物相互作用とその回避 

13. 薬物相互作用 薬効に起因する薬物相互作用とその回避 

14. 定期試験  

方方方方 略略略略 板書及びパワーポイントを使った講義を行います。 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「薬と疾病ＩB，薬の効くプロセス(2)薬剤」第2 版 日本薬学会編 （化学同人） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「医療薬物代謝学」 鎌滝哲也、高橋和彦、山崎浩史編   （医学評論社） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 定量的に薬の体内での動きを把握する訓練をします。プリントは熟読してください。    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー 質問などがあれば，いつでも結構ですので研究室にお越しください。 

 

 

 

 



 

 薬物動態学Ⅰ薬物動態学Ⅰ薬物動態学Ⅰ薬物動態学Ⅰ３年次通年，必修，２単位（後期分） 

                          薬物動態学研究室 教授 池田 敏彦 
 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

薬物の生体内での動態を知ることは，医薬品の適正使用，患者への服薬指導あるいは投薬に関わるリスクマネージ

メントの上で極めて重要である。 

本教科では，薬物動態に関する基本知識を修得させる。薬物の吸収・分布・代謝・排泄の各機構，薬物相互作用、さ

らには薬物速度論に関する基本事項を解説する。また，薬物動態の支配因子及び影響因子についても教授し，これら

の因子が薬物の効果や副作用の発現に関与することを認識させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   代表的な薬物動態パラメータを列挙し，概説できる 

2.   薬物の生物学的利用能の意味とその計算法を説明できる。 

3.   線形1-コンパートメントモデルを説明し，これに基づいた計算ができる。 

4.   生物学的半減期及び全身クリアランスについて説明し，計算できる。 

5.   非線形性の薬物動態について具体例を挙げて説明できる。 

6.   薬物動態パラメータの変動要因を説明できる。 

7.   治療的薬物モニタリングの意義を説明し投与設計ができる。 

8.   TDM が必要とされる代表的な薬物を列挙できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 薬動学 全身クリアランス，消失速度定数，半減期 

2. 薬動学 薬物の生物学的利用能の意味とその計算法 

3. 1-コンパートメントモデル 線形1-コンパートメントモデルとは 

4. 1-コンパートメントモデル コンパートメントモデルの応用 

5. 1-コンパートメントモデル 尿中排泄の解析 

6. 1-コンパートメントモデル 点滴静脈内投与と定常状態 

7. 1-コンパートメントモデル 連続静脈内投与と定常状態 

8. 1-コンパートメントモデル 経口投与 

9. 非線形性の薬物動態 非線形性の薬物動態の具体例 

10. その他の薬物動態解析法 モーメント解析，生理学的モデル 

11. その他の薬物動態解析法 モーメント解析とコンパートメントモデル 

12. 臓器クリアランス 肝クリアランスと腎クリアランスの計算 

13. 治療的薬物モニタリング ＴＤＭの必要な薬物の具体例・投与設計 

14. 定期試験  

方方方方 略略略略 板書及びパワーポイントを使った講義を行います。 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「薬と疾病ＩB，薬の効くプロセス(2)薬剤」第2 版 日本薬学会編 （化学同人） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「医療薬物代謝学」 鎌滝哲也、高橋和彦、山崎浩史編   （医学評論社） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 定量的に薬の体内での動きを把握する訓練をします。プリントは熟読してください。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問などがあれば，いつでも結構ですので研究室にお越しください。 

 



 病態生理学Ⅲ病態生理学Ⅲ病態生理学Ⅲ病態生理学Ⅲ ３年次半期（前期），必修，１単位  

                         病態生理学研究室  教授 篠塚 達雄 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    疾患の薬物療法の理論を理解するためには，各疾患の病態の生理に関する知識を身につけておくことが不可欠で

ある。 

本教科では，腎疾患，内分泌疾患，感覚器疾患，精神･神経疾患，骨・関節疾患，各種感染症，悪性腫瘍などの疾患

について，病因，診断基準，症状（病態生理学的変化），検査法などを解説する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   腎臓および尿路における代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 

2.   ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 

3.   眼および耳鼻咽喉に関する代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 

4.   代表的な精神疾患をあげ，病態生理について説明できる。 

5.   骨，関節に関する代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 

6.   がんに関する代表的な疾患をあげ，病態生理について説明できる。 

7.   各疾患の病因，診断基準，症状（病態生理学的変化），検査法などについて説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 腎臓 腎臓の構造と機能 

2. 腎疾患 糸球体疾患，腎不全，等 

3. 内分泌 内分泌系の機能 

4. 内分泌疾患 甲状腺疾患，下垂体疾患，副腎疾患，等 

5. 感覚器 特殊感覚器の構造と機能 

6. 感覚器疾患 白内障，緑内障，中耳炎，味覚障害，等 

7. 脳・神経 脳・神経系の構造と機能 

8. 精神・神経疾患 脳内出血，脳梗塞，クモ膜下出血，等 

9. 精神・神経疾患 うつ病，躁病，統合失調症，等 

10. 骨・関節疾患， 骨粗しょう症，慢性関節リウマチ，等 

11. 細菌・ウイルス感染症，寄生虫感染症 細菌・ウイルス感染症，原虫症，線虫症，吸虫症，条虫症 

12. がん 大腸がん・肝臓がん・胃がん・肺がん・食道がん，等 

13. がん 乳がん・子宮がん・前立腺がん・白血病，等 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略  講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  病態生理・生化学Ⅱ  井上圭三・富田基郎 編（共立出版） 

人体の構造と機能  エイレンN マリーブ著 (医学書院)    

参 考参 考参 考参 考 書書書書  病態生理・生化学Ⅰ  井上圭三・富田基郎 編（共立出版） 

疾病と病態生理（改定第2版）  橋本隆男･佐藤隆司･豊島聰 （南江堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  いつでも結構ですので研究室へお越しください。不在の時もありますので予約されると
確実です。 



 

 物理薬剤学Ⅱ物理薬剤学Ⅱ物理薬剤学Ⅱ物理薬剤学Ⅱ ３年次半期（前期），必修，１単位 

                          漢方薬物学研究室 教授 津田 泰之 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬物の物理化学的性質を熟知し，その有効性と安全性，薬理作用発揮のメカニズムなどを検討し，ドラッグデリバリー

システム（ＤＤＳ）に適した特殊製剤の調製や薬物の体内動態を予測することは，薬剤師として不可欠な技能となってい

る。  本教科では，薬物が温度や圧力変化によってどの様な形態をとるかを示す相図，エマルションやサスペンション，

マイクロカプセルなどに重要な役割を果たす界面活性剤，コロイドおよび粉体の扱いなど，薬を生体に応用する際に

必要となる製剤学分野の物理的事象について講述する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   水素結合，電荷移動，疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。 

2.   相平衡と相律について説明できる。 

3.   代表的な分散系を列挙し、その性質について説明できる。 

4.   分散粒子の沈降現象について説明できる。 

5.   薬物と製剤材料の安定性に影響する要因、安定化方法を列挙し、説明できる。 

6.   流動と変形（レオロジー）の概念を理解し、代表的なモデルについて説明できる。 

7.   粉体の性質について説明できる。 

8.   製剤分野で汎用される高分子の物性について説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 分子間相互作用 (1) はじめに，水素結合，電荷移動，疎水性相互作用，イオン結合 

2. 分子間相互作用 (2) コンプレックス形成（キレート化合物，分子複合体，包接化合物） 

3. 物質の存在状態と相平衡 相律，結晶多形，共融混合物，分子化合物 

4. 界面とコロイド分散系 (1) 溶液の表面張力，ぬれ，界面活性剤とその性質，乳化，懸濁化 

5. 界面とコロイド分散系 (2) 吸着，吸湿，気体吸着法による表面積の測定 

6. 医薬品の安定性 分解速度に関わる因子，医薬品の分解と安定性 

7. レオロジー (1) 流動と変形，弾性と粘性，粘弾性，レオロジー特性の測定 

8. レオロジー (2) 非ニュートン流動，チキソトロピー，高分子溶液の粘度と分子量 

9. 粒子・粉体の性質 (1) 粒子形状，粒子径とその測定法 

10. 粒子・粉体の性質 (2) 粉体の力学的性質，粒子間の付着力，微粉化，固体分散系 

11. 粒子・粉体の性質 (3) 結晶と非晶質固体，水和物，熱分析法，粉末X線回折測定法 

12. 拡散，溶解および放出 拡散，溶解，膜透過 

13. 製剤材料の物性 製剤を構成する物質，材料 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験により評価する。レポートなども考慮。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 製剤学 四ツ柳智久 壇上和美 山本 昌 編（南江堂）［物理薬剤学 Iと同じ］ 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 物理系薬学 I 物質の物理的性質 日本薬学会 編（東京化学同人）    

          薬局方試験法 概要と演習 第8版 梶 英輔 他著（廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬理活性をもつ化学物質に有効性と安全性を保証するための製剤化過程で直面する様々な問
題に，どう取り組んで解決していくのか，広い視野に立って学んでほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 在室している限り，いつでも結構です。遠慮なくたずねて下さい。 



 調剤学Ｉ調剤学Ｉ調剤学Ｉ調剤学Ｉ ３年次半期（前期），必修，１単位         非常勤講師 岩田 政則                          

 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

医療人として，病院や薬局などで薬剤師業務を適正に行うには，処方せん受付から服薬指導までの一連の流れに関

する基礎知識をもっておく必要がある。  本教科では，適切かつ効率的な調剤業務を行うために，処方せんの取り扱

い方，監査とその方法，剤形の種類（散剤・カプセル剤・添付剤・注射剤等），特徴，剤形別の調剤法などを教授する。ま

た，薬用量と投与法および配合変化と併用による相互作用についても解説する。さらに薬歴管理や服薬指導について

の基礎知識を修得させる。    

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
１．医療の担い手として、社会のニーズに目を向ける．薬剤師職能と調剤学について説明できる． 

２．処方せんの法的位置づけと機能について説明できる．処方せんの種類、特徴、記載事項について説明できる． 

３．不適切な処方せんの処置について説明できる．処方せんの鑑査の意義とその必要性について説明できる． 

４．疑義照会の意義について、法的根拠を含めて説明できる．問題点を解決するために医師との連携の重要性を
説明できる． 

５．患者に適した剤形を選択できる．剤形の種類と特徴を理解した調剤を説明できる． 

６．医薬品管理の意義、調剤上の手続き、品質管理について説明できる．特殊な医薬品の調剤を説明できる． 

７．調剤における医薬品情報の重要性を理解できる． 

    
授業計画（項目・授業計画（項目・授業計画（項目・授業計画（項目・内容）内容）内容）内容）    

1. 調剤学を学ぶ 講義概要、医療環境、調剤学の範囲 

2. 処方せん（１） 調剤の流れ、オーダリングシステム、記載事項（新・旧） 

3. 処方せん（２） 略号、略字、用法、用量 

4. 疑義照会 処方疑義照会の必要性、薬剤師の役割、照会方法 

5. 剤形と調剤（１） 散剤、顆粒剤、錠剤、カプセル剤、内用水剤と調剤、調剤機器 

6. 剤形と調剤（２） 坐剤、軟膏剤、外用液剤、点眼剤、吸入剤と調剤、調剤機器 

7. 剤形と調剤（３） 注射剤，高カロリー輸液の調剤，抗癌剤の混合，麻薬の調剤 

8. 特殊医薬品の調剤 徐放性製剤、1回量調剤、毒薬、劇薬 

9. 医薬品情報 情報、マルチメディア、医療情報、情報の収集・整理・評価・提供 

10. 医薬品管理（１） 在庫管理、購入管理、毒薬・劇薬 

11. 医薬品管理（２） 放射性医薬品、消毒薬 

12. 医薬品管理（３） 医薬品の貯法と容器，生物由来製品，麻薬等の管理 

13. まとめ 前期復習 

14. 定期試験  

    
方方方方 略略略略 パワーポイントを中心にした講義、演習 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法    定期試験、レポート、小テストなどを総合的に評価する．     

教 科教 科教 科教 科 書書書書 堀岡正義著、「調剤学総論」、南山堂 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 日本薬剤師会編、「調剤指針」、薬事日報社．岩田政則ら編 

    「薬剤師のための基本用語集」、医療文化社 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 調剤学は、薬剤師として大切な科目です．患者の立場に立って最適な薬物療法を提供でき
るように基礎で学んだ知識を生かしてください．    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  質問は講義日終了後、または質問票により対応します． 



 

 調剤学調剤学調剤学調剤学ⅡⅡⅡⅡ    ３年次半期（後期），必修，１単位              非常勤講師 岩田 政則    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

医療人として，病院や薬局などで薬剤師業務を適正に行うには，処方せん授受から服薬指導までの一連の流れ
に関する基礎知識をもっておく必要がある。 
本教科では，薬歴管理や服薬指導の実際と事例について教授する。次に，医薬品の適正使用とリスクマネージメン
トの観点から，治療薬物モニタリング（TDM）や薬物相互作用の基礎知識，医薬品情報（DI）業務を理解するた
めの情報（文書，コンピュータデータベース）の収集，入手情報の整理，分類，適切な解析による評価，情報の加
工・管理等を解説する。さらにDI業務活用の現状と問題点も教授する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

１．医療の担い手としての倫理的責任を自覚する。安全管理と患者について説明できる。 

２．薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し、その原因を説明できる。 

３．事故が起こった場合の対処方法について提案する。 

４．患者の基本的権利、自己決定権などについて具体的に説明できる。 

６．患者接遇に際して、配慮しなければならない注意点を列挙できる。 

７．服薬説明に必要な患者情報を列挙できる。医師・看護師などの情報共有化の重要性を説明できる。 

８．チーム医療の一員として、薬剤師の役割を説明できる。 

９．チーム医療の中で、問題解決型志向（ＰＯＳ）のしくみを説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1． 医療と安全管理 安全管理と患者、リスクマネージャー 

2． 医療過誤の防止 薬剤師と安全管理、対処法、インシデントレポート 

3． 調剤過誤 過誤防止の取り組み 

4． 調剤過誤 散剤、内用水剤の調剤（演習） 

5． 患者接遇 患者の権利、患者情報の収集、接遇 

6． 服薬説明（１） 病院 

7． 服薬説明（２） 薬局 

8． 医薬品情報と服薬説明の事例 軟膏剤，点眼剤，坐剤，外用液剤 

9． POS入門 POSの定義、流れ 

10． 問題点抽出 症例（講義・演習） 

11． 初期計画 症例（講義・演習） 

12． 経過記録、薬学診断 ＳＯＡＰ 

13． ＤＤＳ、院内製剤 特殊機能を有する製剤、薬剤師職能と製剤 

14． 定期試験  

    
方方方方 略略略略        パワーポイントを中心にした講義、演習 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法        定期試験、レポート、小テストなどを総合的に評価する。  

教 科教 科教 科教 科 書書書書    堀岡正義著、「調剤学総論」、南山堂、早川 達、「使いやすいＰＯＳ」、じほう 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  日本薬剤師会編、「調剤指針」、薬事日報社。岩田政則ら編 

    薬剤師のための基本用語集」、医療文化社 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  調剤学は、薬剤師として大切な科目です。患者の立場に立って最適な薬物療法を提供でき
るように基礎で学んだ知識を生かしてください。講義はスライドが中心になります。教科
書は参考書として予習や復習に利用してください。        

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義日終了後、または質問票により対応します。 



    

薬物治療学Ⅰ薬物治療学Ⅰ薬物治療学Ⅰ薬物治療学Ⅰ３年次半期（後期），必須，１単位 

                              薬物治療学研究室 教授 小野寺 憲治 
     
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

本教科では，各種疾患の病態に合った合理的な薬物治療に用いられる代表的医薬品に関する基本知識を修得さ
せる。併せて，疾病に伴う症状と臨床検査値の変化などを見て的確な患者の情報を収集する能力を養い，薬の選
択，用法・用量の決定および使用上の注意事項等の服薬指導ができる基本的技能を学ばせる。講義は，総論，中
枢神経疾患，循環器疾患，アレルギー・免疫疾患，骨関節疾患，呼吸器，消化器疾患および肝疾患に対して汎用
される治療薬物の順に組み立てる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   症候の生じる原因と臨床検査値の異常から推測される主な疾病を挙げられる。 
2.   代表的な呼吸機能検査，心臓機能検査，動脈血ガス分析の検査項目を列挙し，検査値の異常から推測され

る主な疾病を挙げる事ができる。 
3.   代表的なバイタルサインを列挙できる。 
4.   代表的な疾患における薬物治療と非薬物治療（外科手術，食事療法）の位置づけができる。 
5.   適切な治療薬の選択について，薬効薬理，薬物動態に基づいて判断できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 総論（１）体の変化を知る   代表的な症候（呼吸困難・発熱など）と臨床検査値の異常と推測される疾病につ
いて。薬の効果に与える影響の因子を理解する。 

2. 総論（２）治療薬の選択について 疾病に対する医薬品の適正使用について 

3. 各論；中枢神経疾患（１） 脳血管疾患の病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注意について 

4. 呼吸器疾患（１） 気管支喘息，肺炎などの病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注意について 

5. 呼吸器疾患（２） ＣＯＰＤなどの病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注意について 

6. 呼吸器・血液疾患 深部静脈血栓症の病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注意について 

7. 循環器疾患（１） 高血圧のコントロール、適切な治療薬の選択と使用上の注意について 

8. 循環器疾患（２） 不整脈の病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注意について 

9. 循環器疾患（３） 狭心症、心筋梗塞の違いと適切な治療薬の選択と使用上の注意について 

10. アレルギー・免疫疾患（１） 食物アレルギー，ハチ刺傷アナフィラキシーショックの病態生理，適切な治療薬
の選択と使用上の注意について 

11. アレルギー・免疫疾患（２） アトピー性皮膚炎、通年性鼻炎に対する治療薬について 

12. 骨・関節の疾患 
骨粗鬆症および骨軟化症の病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注意につい
て関節リュウマチ，変形性関節症の病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注
意について 

13. 消化器疾患 消化性潰瘍の病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注意について 
肝炎・肝硬変の病態生理，適切な治療薬の選択と使用上の注意について 

14. 定期試験 薬物治療学１〜１３に対する習熟度試験を実施。 
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポート，小テストなどによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 わかりやすい疾患と処方薬の解説 2010 斉藤康監修 アークメディア社 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「コメディカルによるバイタル異常・急変・ME機器でのアラームサインへのアプローチ 

～緊急治療を要する疾患の病態生理と薬物治療〜」小野寺憲治他，薬事日報社 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬物治療学を十分に理解するためには、薬理学、病態生理学、病態生化学などの分野の知

識を総動員して取り組む必要がある。そのために特に薬の名前・作用・副作用・禁忌をし
っかり覚えて授業に臨むこと。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば、いつでも結構ですので薬物治療学研究室(D31)へお越し下さい。 



 

医療心理学医療心理学医療心理学医療心理学 ３年次半期（後期），必修，１単位             教授 小川 芳男 

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

「医療心理学」は，心（の働き）についての科学である「心理学」の中で，とくに医療に関連する専門領域である。具体

的には，患者の心理状態や，患者と生活を共にしている家族や親族の心理状態，医療従事者など医療現場で働く人た

ちに起こりやすい心理的変化などについての科学である。 

患者の場合，病気の症状による心身の機能低下に伴う苦痛や疼痛，病気が悪化することへの不安・恐怖，職場や学

校などを離れることから派生する諸問題など，患者であることによる身体的，精神的あるいは社会的制限によって，心は

さまざまな影響を受ける。 

薬剤師は，医療現場において多くの患者や家族と接しなければならない。患者や家族との会話や様子から服薬のコ

ンプライアンス（正しい服薬行動）の程度や薬物治療の効果が十分得られているかどうかなどを把握することは，薬剤師

の重要な職務である。また，患者の，苦悩や苦痛を伴う心理状態には，様々な心遣いが必要であることも知らねばなら

ない。本教科では，主として患者の心理状態に関する基礎知識，現場での服薬指導や患者とのコミュニケーションの際
に留意しなければならない事項等を教授する。    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1. 人間の精神的能力を理解する。 

2. 物事を正確に理解するための方法を修得する。 

3. 患者の心理状態を理解する。 

4. 患者の心理的サポートおよび患者とのコミュニケーションの方法を理解する。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 医療心理学とは 定義、必要性 

2. 精神的能力（１） 感情、知性 

3. 精神的能力（２） 理性、意志、行動 

4. 認知阻害要因（１） スキーマ、ヒューリスティック、帰属過程 

5. 認知阻害要因（２） ステレオタイプ、初頭効果、ハロー効果 

6. 認知阻害要因（３） 対比効果、寛容効果、ピグマリオン効果 

7. 患者の心理（１） 一般的傾向、患者周辺人の心理 

8. 患者の心理（２） 子ども、青年 

9. 患者の心理（３） 成人、老人 

10. 心理的サポート（１） カウンセリング、精神分析療法、行動療法 

11. 心理的サポート（２） 認知行動療法、自律訓練法、森田療法 

12. 医療現場での対応（１） 患者への問いかけ・コミュニケーション 

13. 医療現場での対応（２） 患者への説明・指示 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法    試験、出欠状況、受講態度等による総合評価    
教 科教 科教 科教 科 書書書書 小川芳男（２００７）医療心理学 北樹出版 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 講義の過程で紹介する。 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 質問はいつでも受け付けます。    

オフィスアオフィスアオフィスアオフィスアワワワワーーーー 研究室に気軽においでください。不在の時もありますので予約されるとよろしいです。 



    

薬剤経済学薬剤経済学薬剤経済学薬剤経済学 ３年次半期（後期），必修，１単位             非常勤講師 荒川 一郎 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

薬剤経済学とは，「医薬品の費用と効果を適切な対照治療法と比較する学問」である。医療費の軽減等が大きく
叫ばれている現状では，薬剤師にも，薬剤選択，採用の際に安全性や有効性に加えて，費用対効果の面，すなわ
ち経済性を考慮することか求められる。 

本教科では，薬剤経済学の基本的考え方，薬剤経済の分析に必要な事項（費用の種類，費用の情報源，患者の
ＱＯＬ評価，薬価基準，薬価算定法）について，がんの化学療法などの実際の事例を取り上げ解説する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   国民医療費の動向を概説できる 

2.   保険医療と薬価制度の関係を概説できる 

3.   診療報酬と薬価基準について説明できる 

4.   医療費の内訳を概説できる 

5.   薬物治療の経済評価手法を概説できる 

6.   代表的な症例をもとに，薬物治療を経済的観点から解析できる（知識・技能）  
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. ガイダンス 薬剤経済学概論 

2. 医療保険制度と薬価制度 日本の医療制度と薬剤師の位置づけについて 

3. アウトカム研究とモデル分析 薬剤経済分析の研究方法 

4. アウトカムの種類と分析方法① 費用最小化分析，費用効果分析とは？ 

5. アウトカムの種類と分析方法② 費用効用分析，費用便益分析とは？ 

6. 費用の種類と測り方 直接費用，間接費用，不可測費用の定義と測り方 

7. 生活の質（ＱＯＬ）の種類と測り方 患者に立脚したアウトカムとQOLについて 

8. モデル分析①（決断樹） 決断樹の概念 

9. 決断樹モデルと感度分析 決断樹による分析方法と感度分析 

10. モデル分析②（マルコフモデル） マルコフモデルの概念 

11. マルコフモデルの実際と割引計算方法 マルコフモデルによる分析方法と価値の時間による調整 

12. 経済評価の事例① 論文の批判的吟味(決断樹)と課題レポートについて 

13. 経済評価の事例② 論文の批判的吟味(マルコフモデル) 

14. 定期試験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，課題レポート，出席状況により総合的に評価します。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「やさしく学ぶ薬剤経済学」坂巻弘之（じほう）なお，参考資料を配布 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「使える薬剤経済学入門」白神誠（エルゼビア・ジャパン） 

「保健医療の経済的評価」久繁哲徳 ほか（じほう） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  毎回覚えて欲しいキーワードを提示します。それを重点に学習してください    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます。ただし，メールアドレスでの質
問も受け付けます。 



  

薬剤学実習Ⅰ薬剤学実習Ⅰ薬剤学実習Ⅰ薬剤学実習Ⅰ ３年次半期（前期），必修，１単位  薬剤学研究室 教授 鷲見 正宏 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    薬物は通常，投与しやすい形体へと加工され，規格化された製剤として供され，これにより，薬物の安全性と
有効性の保証が確保される。したがって，薬物には調剤化の過程で，品質の保証が不可欠である。さらに，製品
化された医薬品としての規格の保証も必要となる。 

本実習では，代表的製剤の調製法の実際を体験し，その技術を修得する。また，薬物の剤形とその特長を理解
し，調剤設計に関する基本的な考え方を修得する。さらに，溶出実験など，局方記載の各種試験法を中心に，製
剤の品質評価に関する基礎的知識と技能を修得させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   製剤化の単位操作を組み合わせて代表的製剤を調製できる 

2.   日本薬局方の製剤に関連する代表的な試験法を実施し，品質管理に適用できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 注射剤の製剤 手洗い，ガウン・手袋テクニック，クリーンベンチの使い方・管理 

2.  注射剤の調製，滅菌・消毒，異物検査 

3.  高カロリー輸液，抗癌剤の混合調製（1） 

4.  高カロリー輸液，抗癌剤の混合調製（2） 

5. 錠剤，カプセル剤の品質管理 重量偏差試験，崩壊試験，硬度試験，摩損度試験 

6.  溶出試験（1） 

7.  溶出試験（2） 

8. 軟膏剤の製剤 乳剤性軟膏の調製と乳化型の判別 

9.  口腔用軟膏などの調製 

10. 坐剤の製剤 坐剤コンテナによる調製 

11. 浸煎剤の調製 漢方薬の調剤 

12. 試験 筆記試験 
    
方方方方 略略略略  実習，SGD 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  実習態度，実習試験成績から総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「第十五改正日本薬局方解説書」 （廣川書店） 

「薬剤学実習書Ⅰ」薬剤学研究室編 （横浜薬科大学） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  ヒトに適用する製剤を調製します。そのために必要な知識だけでなく，技術と態度（身だ
しなみ）を養ってください。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会等で不在
の時もあります。 



 

化学系実習Ⅱ化学系実習Ⅱ化学系実習Ⅱ化学系実習Ⅱ ３年次半期（前期），必修，１単位  医薬品化学研究室 講師 磯村 茂樹 

                           天然物化学研究室 講師 梶原 康宏 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

本実習は，これまで学んだ化学的知識を，さらに体系的に理解させることを目的とする実習である。 

サリチル酸を原料とするアスピリンの合成を行い，生成物の精製，融点測定，スペクトル解析および局方の確
認試験法によりアスピリンの科学的な同定を行う。また，官能基の性質を利用した化学物質の分離や局方収載医
薬品の定性・定量法の実験を取り入れる。さらに，分子模型を用いて医薬品の立体構造模型を組み立て，化学反
応性や医薬品の作用機序と構造との相関性を考察する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   フェノール類，カルボン酸誘導体の代表的な性質と反応を列挙し，説明できる。 

2.   カルボン酸誘導体の代表的な合成法について説明できる。 

3.   薄層クロマトグラフィーを用いて代表的な化学物質を分離分析できる。 

4.   代表的な官能基の定性試験を実施できる。 

5.   官能基の性質を利用した分離精製を実施できる。 

6.   代表的な官能基を他の官能基に変換できる。 

7.   分子模型，コンピューターソフトなどを用いて化学物質の立体構造をシミュレートできる。 

8.   化学物質の構造決定に用いられる機器分析法の特徴を説明できる。 

9.   化学実験操作の英文説明を正確に理解し，的確に実行できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 導入講義 実習における注意事項，器具の洗浄，準備 

2. エステル化 サリチル酸メチルの合成 

3. アセチル化 アスピリンの合成 

4.  アスピリン，サリチル酸メチルの確認試験 

5. オキシム化 ベンゾフェノンオキシムの合成 

6. Beckmann転位 ベンズアニリドの合成 

7. 医薬品の確認試験 局方医薬品の確認試験 

8. 分子模型 分子模型を用いた立体化学演習１ 

9.  分子模型を用いた立体化学演習２ 

10. 復習講義・演習 反応機構の概説と演習 

11. 実習試験  

   
    
方方方方 略略略略 実習形式と班員同士のディスカッション（SGD）形式を併用する。 

成績評価成績評価成績評価成績評価方方方方法法法法 実習試験，レポートおよび実習態度により総合的に評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 化学系実習書Ⅱ（横浜薬科大学） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 化学系実習書Ⅰ（横浜薬科大学），「ボルハルト・ショアー 現代有機化学 第４版」古
賀憲司，野依良治，村橋俊一 監訳（化学同人） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 座学で得た知識を，実習を通じて定着させてほしいと思います。簡単な反応で医薬品の合
成や確認試験が行えることを体感してください。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 随時対応する。 

 

 



薬理学実習薬理学実習薬理学実習薬理学実習 ３年次半期（前期），必修，１単位  薬理学研究室    準教授 杉本 由美 

           薬物治療学 講師 稲葉二朗    臨床薬理学研究室 講師   出雲 信夫 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

薬理学実習は，実験動物を使用して，薬物の生体反応を観察させることにより，講義で学んだ生理機能，薬物
の薬理作用とその作用機序，中毒作用等を確認し修得させることを目的とする。実験にはマウスを用い，麻薬性・
解熱鎮痛薬，抗けいれん薬，向精神薬等の中枢神経作用薬を投与して，その作用の発現状況を観察・理解させる。
さらに，ラットあるいはウサギを用いた心臓機能および血圧に対する自律神経作用薬の影響に関する実験を行い，
その機序を考察させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.  動物実験における倫理について配慮する。 

2.  代表的な実験動物を適正に取扱うことができる。 

3.  実験動物での代表的な薬物投与法を実施できる。 

4.  中枢神経に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。 

5.  自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を測定できる 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 実習講義 薬理学実習の目的，動物実験の倫理，実習内容，動物実験におけ
る統計解析法についての講義 

2. 薬物投与方法 実験動物の取り扱い方法と薬物投与方法 

3. 中枢作用薬 中枢作用薬の解説と実習 

全身麻酔薬の作用 

けいれん誘発薬と抗けいれん薬の作用 

抗精神病薬の作用 

4. 中枢作用薬 

5. 中枢作用薬 

6. 鎮痛薬 鎮痛薬の解説と実習 

7. 鎮痛薬 鎮痛薬の作用 

8. 自律神経作用薬 自律神経作用薬の解説と実習 

自律神経作用薬の作用（マグヌス法） 9. 自律神経作用薬 

10. 自律神経作用薬 

11. 循環系の薬理 循環系作用薬の解説と実習 

12. 循環系の薬理 非観血式血圧測定法による血圧と心拍数の測定 
    
方方方方 略略略略 技能 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況，実習態度，レポート，試験などにより総合的に評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 薬理学実習書 森本史郎 編（廣川書店）,  

薬学必修講座 医療薬学 I  医薬品の作用  薬学教育センター 編（評言社） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 新薬理学テキスト 佐藤 進 編（廣川書店） 

          ＮＥＷ薬理学 加藤隆一，田中千賀子 編（南江堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬理学の講義で学んだ薬物の作用を具体的に把握し，薬理学の理解を深めることを目的と
します。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 随時対応します。 



      

薬剤学実習Ⅱ薬剤学実習Ⅱ薬剤学実習Ⅱ薬剤学実習Ⅱ    ３年次半期（後期），必修，１単位 

                                             実務実習教育センター 准教授 水島規子 

 一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

調剤は薬剤師が備えるべき最も重要な技術であり，臨床の場において不可欠な業務のーつである。薬剤師の職務

や立場を正しく理解し，チーム医療に携わる一員として，病院や薬局などで臨床実務に対応できるよう，調剤の基本知

識と技術を修得するための実習である。また，処方される医薬品の効能・効果，副作用，禁忌，薬物相互作用などの基

礎知識に基づいて服薬指導のあり方を模擬体験することにより，患者や医療スタッフとのコミュニケーション術を修得す

る。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   患者・来客者に適切に対応できる。 

2.   代表的な処方せん例の鑑査をシュミレートできる。 

3.   処方せん例に従って計数調剤ができる。 

4.   処方せん例に従って計量調剤ができる。 

5.   調剤された医薬品の鑑査ができる。 

6.   患者背景に配慮し適切な言葉を選び適切な手順を経て服薬指導できる。  

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1. 処方せん受付・患者対応 受付時の対応，処方せんの種類・特徴・必要記載事項 

2. 処方せん鑑査 代表的な処方せんの処方内容の妥当性の判断 

3. 疑義照会 疑義照会の方法 

4. 薬袋・薬札の作成 薬袋・薬礼に記載するべき事項 

5. 薬剤の調製 計数調剤錠剤・カプセル剤などの計数調剤 

6. 薬剤の調製 計量調剤散剤：秤取量の計算・秤量・混合 

7. 薬剤の調製      水剤：秤取量の計算・秤量・混合 

8. 薬剤の調製     軟膏剤：秤取量の計算・秤量・混合 

9. 調剤鑑査 調剤された医薬品の鑑査方法 

10. 無菌操作の実践 注射剤 

11. 服薬指導（薬剤交付・情報の提供） 患者インタビュー・薬剤交付 

12. 服薬指導（薬剤交付・情報の提供） 服薬指導・服薬指導記録 

    
方方方方 略略略略  実習 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  実習態度，実習試験成績から総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書  薬剤学実習書Ⅱ （横浜薬科大学） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  調剤指針第12改訂 日本薬剤師会（薬事日報社） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  実務実習に対応できるよう，調剤及び服薬説明などの基本的知識，技能，態度を修得して
ほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  いつでも結構です。実務実習センターへお越しください。ただし学会等で不在の時もあります。 



 

衛生系実習衛生系実習衛生系実習衛生系実習 ３年次半期（後期），必修，１単位  公衆衛生学研究室 准教授 佐伯 憲一 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

衛生化学全般の講義内容をより深く理解させることを目的として，「衛生試験法」，「薬毒物化学試験法」の各項
目の中から，食品衛生試験法，環境衛生試験法，空気試験法，鑑識化学（毒物の検索）に関する実習を行う。正
しい分析結果を得るための正確な操作技術を修得させるとともに，得られた結果を解析してその意義を理解させ
る。また，摂取された脂溶性薬物が生体内で極性化して体外に排出される薬物代謝機構を知るために，動物を用
いた薬物代謝に関する実験も行う。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   各栄養素の消化，吸収，代謝のプロセスを説明できる。 

2.   油脂が変敗する機構を説明し，油脂の変質試験を実施できる。 

3.   代表的な食品添加物を用途別に列挙し，それらの働きを説明できる。 

4.   代表的な中毒原因物質を分析できる。 

5.   水道水の水質基準の主な項目を列挙し，測定できる。 

6.   室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し，測定できる。  

7.   薬物代謝様式とそれに関わる代表的な酵素を列挙できる。  

8.   薬物代謝酵素の変動要因（誘導，阻害，加齢，SNPｓなど）について説明できる。  

9.   代表的な有害化学物質の吸収，分布，代謝，排泄の基本的なプロセスについて説明できる。 

10.   化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し，概説できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 衛生系実習の概論 本実習の総括的説明 

2. 食品成分試験 油脂の変質指標（チオバルビツール酸価）を測定 

3. 食品成分試験 食品中の着色料の分離同定 

4. 裁判化学 薬毒物の定性試験 

5. 水質試験 飲料水試験法及び水質汚濁試験 

6. 室内環境試験 気温・気湿，カタ冷却力，気動の測定 

7. 食品衛生 食中毒に関するスモールグループディスカッション（SGD） 

8. 化学物質の毒性 有害金属，農薬，内分泌撹乱物質の毒性に関するSGD 

9. 薬物代謝反応 In vitroでの薬物代謝実験（第 I相反応） 

10. 薬物代謝反応 In vitroでの薬物代謝実験（第 II相反応と腸肝循環） 

11. 薬物代謝反応 薬物代謝における種差や遺伝子多型 

12. 定期試験 上記の１～11に対する習熟度試験を実施 
    
方方方方 略略略略 講義，実習，スモールグループディスカッション（SGD） 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポート，出席等による総合評価    

教 科教 科教 科教 科 書書書書 衛生系実習・実習書 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 スタンダード薬学シリーズ5「健康と環境」日本薬学会編 （東京化学同人） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 実習を通じて衛生薬学分野における栄養化学・食品衛生・環境衛生・毒性学などの幅広い
知識を修得してください。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし不在の時もありますので，予約して
ください。 



基礎薬学演習基礎薬学演習基礎薬学演習基礎薬学演習 ３年次後期，必修，２単位        教務部長 教授 野上 靖純 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

    薬剤師を目指す薬学生は，化学系，物理系および生物系科目で学んだ基礎分野を理解した上で，その知識を医療

薬学や実務実習に反映しなければならない。本教科では，３年次前期までに学んだ薬学基礎科目の知識を再確認し，

その理解を深めることを目的とする。 

（オムニバス方式） 

理論化学，有機化学などの化学系分野の演習を行い，講義だけでは理解しにくい部分を総合的に理解させる。分析

化学や物理化学の知識を確認し，医薬品の安定性や有効性への影響，定性・定量などへの応用について，総合的に

理解できる能力を育成する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   有機ハロゲン化合物の代表的な性質と反応性を列挙し, 説明できる。 

2.   代表的な官能基選択的反応法を列挙し, その機構と応用例について説明できる。 

3.   基本的な有機反応（置換，付加，脱離，転位）の特徴を概説できる。 

4.   酸・塩基平衡を説明できる。 

5.   化学物質の構造決定に用いられる機器分析法の特徴を説明できる。 

6.   クロマトグラフィーの種類を列挙し，それぞれの特徴と分離機構を説明できる。 

7.   原子の構造と放射壊変について説明できる。 

8.   状態関数の種類と特徴について説明できる。 

9.   相平衡と相律について説明できる。 

10.   代表的な生薬を列挙し, その特徴を説明できる。 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 化学系薬学 （有機化合物の立体構造, 無機化合物, 生体内で機能する錯体・無機化合物） (磯村茂樹)   

2. 化学系薬学 （アルカン, アルケン・アルキンの反応性, 芳香族化合物の反応性）（梶原康宏）  

3. 化学系薬学 （有機ハロゲン化合物, エーテル, アミン, 官能基の酸性度・塩基性度）（大場正志）  

4. 化学系薬学 （1H NMR, 13C NMR, IR スペクトル, マススペクトル, 比旋光度）（山崎和応）  

5. 化学系薬学 （官能基の導入・変換, 医薬品に含まれる複素環, 医薬品と生体高分子）（武田収功）  

6. 化学系薬学, 物理系薬学 （炭素骨格の構築法, 位置および立体選択性, 化学結合）（甲斐俊次）  

7. 化学系薬学 （薬用植物, 生薬成分の構造と生合成, 生薬の同定と品質管理）（飯塚 徹）  

8. 化学系薬学 （漢方医学の基礎, 漢方処方の応用）（小松 一）  

9. 物理系薬学 （放射線と放射能, 分析技術）（加藤真介）  

10. 物理系薬学 (エネルギー, 自発的な変化, 物理平衡）（深井俊夫）  

11. 物理系薬学 （溶液の化学, 電気化学, 反応速度）（八木健一郎）  

12. 物理系薬学 （酸と塩基, 各種の化学平衡）（津田泰之）  

13. 物理系薬学 （定性試験, 定量の基礎, 容量分析, 金属元素の分析, クロマトグラフィー）（宮代博継）  

14. 定期試験 基礎薬学演習（化学系, 物理系）1～13 に対する習熟度試験の実施  
    
方方方方 略略略略    演習 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法    試験 

教 科教 科教 科教 科 書書書書    コアカリ重点ポイント集（薬学ゼミナール） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書    基礎薬学Ⅰ（日本医薬アカデミー） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬学の基礎となる物理系，化学系の内容を十分に理解し，薬学の専門知識習得の一助としてほ

しい。 

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    いつでも結構ですから，講義担当者の研究室にお越し下さい。 



基礎薬学演習基礎薬学演習基礎薬学演習基礎薬学演習 ３年次後期，必修，２単位        教務部長 教授 野上 靖純 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

薬剤師を目指す薬学生は，化学系，物理系および生物系科目で学んだ基礎分野を理解した上で，その知識を医療

薬学や実務実習に反映しなければならない。本教科では，３年次前期までに学んだ薬学基礎科目の知識を再確認し，

その理解を深めることを目的とする。 

（オムニバス方式） 

生化学，分子生物学，機能形態学などの生物系分野の演習を行い，講義だけでは理解しにくい部分を総合的に理

解させる。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   ヒトの身体を構成する各臓器の役割分担について概説できる。 

2.   心臓について機能と構造を関連づけて説明できる。 

3.   骨髄, 脾臓, 胸腺などの血液・造血器系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。 

4.   体細胞分裂の機構について説明できる。 

5.   タンパク質の主要な機能を列挙できる。 

6.   細菌の構造と増殖機構を説明できる。 

7.   解糖系について説明できる。 

8.   免疫反応の特徴（自己と非自己，特異性，記憶）を説明できる。 

9.   主要なホルモンの分泌機構および作用機構を説明できる。 

10.   遺伝子発現に関するセントラルドグマについて概説できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 生物系薬学 （神経系, 骨格系・筋肉系, 皮膚, 消化器系, 体液の調節機構）（藤井儀夫）  

2. 生物系薬学 （循環器系, 呼吸器系, 循環・呼吸系の調節機構）（八田有洋）  

3. 生物系薬学 （感覚器系, 血液・造血器系, 血液凝固・線溶系の機構）（長田 博）  

4. 生物系薬学 （細胞膜, 細胞内小器官, 細胞の分裂と死, 細胞間コミュニケーション）（五十鈴川和人）  

5. 生物系薬学 （ホルモンによる調節機構, ホルモン）（森 和也）  

6. 生物系薬学 （細菌, 細菌毒素, ウイルス, 消毒と滅菌, 代表的な感染症）（鈴木啓太郎）  

7. 生物系薬学 （脂質, 糖質, アミノ酸, 栄養素の利用, ATP 産生, 飢餓状態と飽食状態）（中条茂男）  

8. 生物系薬学 （ビタミン, タンパク質の構造と機能, 酵素, タンパク質の取扱い）（川嶋芳枝）  

9. 生物系薬学 （ヌクレオチドと核酸, 遺伝情報を担う分子, 転写と翻訳のメカニズム）（小俣義明）  

10. 生物系薬学 （酵素以外の機能タンパク質, 細胞内情報伝達, 遺伝子のクローニング技術）（川嶋 剛）  

11. 生物系薬学 （生体防御反応, 免疫を担当する組織・細胞, 免疫系が関係する疾患）（中島敏治）  

12. 生物系薬学 （オータコイドなど）（日塔武彰）  

13. 生物系薬学 （神経伝達物質）（山田 潤）  

14. 定期試験 基礎薬学演習（生物系）1～13 に対する習熟度試験の実施  
    
方方方方 略略略略    演習 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法    試験 

教 科教 科教 科教 科 書書書書    コアカリ重点ポイント集（薬学ゼミナール） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書    基礎薬学Ⅱ（日本医薬アカデミー） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬学の基礎となる生化学，分子生物学，機能形態学の生物系の内容を十分に理解し，薬学の専

門知識習得の一助としてほしい。 

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    いつでも結構ですから，講義担当者の研究室にお越し下さい。 

 


